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令和5 年甲州市議会9月定例会は、8月29 日に開会されました。

本会議の初日に行われた鈴木市長の市政の概要説明(要約･抜粋)

を紹介します。

本会議初日､市政の概要を述べる鈴木市長

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

通
常
規
模
で
の
防
災
訓
練
を
実
施

９

月
１

日
は
「
防
災

の

日
」
で

す
。

台
風
、

地

震
等

の
自
然

災
害
へ

の
認
識

を
深

め
、
こ

れ
に
対
処
す

る
心
構
え
を
準
備

す
る
た

め
に

制

定
さ

れ
た
日

で
あ
り
、
関
東
大

震
災

か
ら

１
０
０

年

の
節

目
を
迎
え

て
お
り
ま
す

。

本

市

の

総
合

防

災

訓

練

に

つ
き

ま

し

て

は
、
こ
こ
数

年
コ
ロ

ナ
禍

に
よ

っ
て
縮
小
実

施

で
あ
り

ま
し

た
が
、
本
年

度
は

通
常
実

施

を
予

定
し
て

お
り
ま
す
。
市
内

各
行
政
区

に

お
き
ま

し

て
も
、
自

主
防

災
会

、
防

災
リ

ー

ダ
ー
を
中

心
に
、
地

域
の
実

情

に
応

じ
た
防

災
訓

練
の
実
施

を
お
願
い

い
た
し
ま
す

。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
維
持

一
般

会
計

の
令
和
４
年

度
決

算
に
つ
き
ま

し
て

は
、
引

き

続
き
コ
ロ

ナ
禍

に

あ
る
な

か

で
、
生
活
困
窮
者
緊
急
支
援
金
、
物
価
高
騰
緊

急
支

援
給

付
金
、
低

所
得

者
子

育
て
世

帯
へ

の
臨
時

特
別

給
付

金
の
給

付
、
甲
州
市

地
域

応
援

商
品

券
事

業
等
、
市

民
の
皆
さ

ま
の

経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

。

ま
た
、
勝
沼

中
学
校
大
規

模
改

造
事
業

等
、

公

共

施
設

等

総

合

管

理
計

画

に

沿

っ
た

公

共
施

設

の
適
正

な
管

理
を

行

う
と

と
も

に
、

塩
山

駅
前
案
内

所
移

設
事
業

、
塩
山
テ

ニ
ス

コ

ー
ト

張
替
え

事
業

、
市

役
所

駐
車
場
改

修

事
業
等

、
利

用
者

の
利
便

性
を

考
慮
し

た
事

業
を
展

開
し

て
ま

い
り

ま
し
た
。

地
方

債
現

在
高

は
、
前
年
度

末
か
ら

１６
億

円

余

り

減
少

し

約
１
８
６

億

８
。
３
０

０
万

円
、
基
金
現
在
高

は
、
ふ

る
さ
と
納

税
寄

附
金

が
好
調

に
推
移
し
、
１２
億
１

。９
０
０

万
円
余

り
増

加

の
約
5
6億

４

。
８
０
０

万
円

と

す

る

な
ど
、
健

全
財

政
の
維

持
に

も
意
を
注

い
で

ま
い
り
ま
し

た
。

地
方

公
共

団
体

の
財
政
状
況

を
、
統
一
的

な
４

つ

の
財
政

指
標

で

明
ら

か
に

し
た
「
財

政
健
全
化
判

断
比
率
」
に

つ
き

ま
し
て
は

、
す

べ
て

の
会
計

で
黒
字

で
あ
り
、
資
金
不

足
は

生

じ
な

か

っ
た

た

め
、「
実

質

赤
字

比

率

」
、

「
連
結
実

質
赤
字

比
率
」
は
算
出
さ

れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
た

、「
実

質
公

債
費

比
率
」
は
、
Ｏ
・
ア

ポ

イ

ン
ト

減
少

し

巧
・
２

％

と
な

り
、
さ

ら

に

は
、「
将
来
負

担
比
率
」
は
2
8・
９
ポ
イ

ン
ト
減

少

し
６１
・
９

％

と
改

善
さ

れ
た

と

こ
ろ

で
あ

り
ま
す
。

今

後

の
財
政

運
営
に

つ
き
ま

し
て

は
、
ウ

ク
ラ

イ

ナ

侵

攻

等
に

起

因

す

る
原

油

価

格

を

は
じ

め

と
し
た

物
価

高

騰
・
経
済

対
策

等

へ
の
対

応
や

、
地
方

税

の
確

保
、
ふ

る
さ

と

納

税

の
推
進

に

よ
る
新

た

な
財
源

確
保

等
、

行

財

政

改

革

に

取

り

組

む
中

で
、
引

き

続

き

、
持
続
可

能
な
健

全
財
政

を
維

持
し
て

ま

い

り

ま

す

。

令 和５年１０月　　２



利便性が向上した塩山駅南口駅前広場今年度の防災訓練の様子
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デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
る

昨
年
８

月

か
ら
活

動
し

て
い

る
、
本
市

職

員

で

構
成

す

る

Ｄ
Ｘ

推

進

プ

ロ

ジ

ェ
ク

ト

チ

ー

ム
か

ら
、
今

般

Ｄ
Ｘ

の

実

現

に

向

け

た
、「
電

子
決

裁

等
の
導

入

に

つ
い
て

」
ほ

か

４

件

の
提

案

を

受

け

た

と
こ

ろ

で

あ

り
ま

す
。

引
き
続

き
、
デ

ジ
タ
ル

技
術
を

活
用

し

た
業

務

の
効
率
化

を
図

る
と
と

も
に
、
デ

ジ

タ

ル
技
術
を
利

用
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
を

提

供

す
る

こ
と
で
、
市

民

の
皆
さ
ま

の
利
便

性

の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う

積
極
的
に
進

め
て

ま

い
り
ま
す

。

前
年
度
比
１
２
２
％

令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

ふ

る
さ

と
納
税

へ
の
取

り
組
み

に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年

度
、
本
市
を
応
援
し
て

い
た
だ

く
全
国

の

皆
さ

ま

か
ら
件

数
で

約
2
1万
９

。

０
０
０
件
、
金

額
で
3
1億
４

。
６
０
０

万
円
余

の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
、
前
年
度
比
１
２
２
％

の
実
績

と
な
り
ま
し

た
。
本
年

度
に
つ
き
ま

し
て
も
、
現
在
、
1
4億
円
を
超
え

る
ご
寄
附
を

い
た
だ

い
て
お
り
、
更

な
る
「
甲
州
市
フ
ァ
ン
」

と
リ
ピ

ー
タ
ー
の
確

保
に
努

め
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
で
は
本

年
６

月
に
ふ

る
さ

と
納

税
の

指
定
制

度

に
つ
い
て
、
指

定

基
準
を

改
正
し
1
0月
か
ら

適
用
す

る
こ

と
と

し
て

い
る
こ
と
か
ら

制
度

に
沿
っ
た
中

で
の

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

道

路
交

通
法

の
改
正
に
よ
り
、
す

べ
て
の
自

転

車
利
用

者
に
対
し

て
乗
車

時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

着

用
促
進

の
一
助
と

な
る
よ
う

購
入
費

用
の

一
部
を
補
助
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
聴
覚
障
害
を

起
因
と
す

る
認
知
症
、

う
つ
病
等

の
予
防
お
よ
び

経
済
的
負

担
の
軽

減
を
図

る
た

め
、
身
体
障

害
者

手
帳
の
交

付

対
象
と
な

ら
な
い
１８
歳
以

上
の
難

聴
者
に
対

し
、
補

聴
器
の

購
入
費

用
の

一
部
を
補

助
す

る
こ
と

と
い
た
し
ま

し
た
。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に

向
け
準
備
を
進
め
る

子

ど
も
家
庭

総
合

支
援
拠
点

と
子
育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
の
双
方

の
機
能
や

役

割
を

維
持
し
た
上

で
、
全

て
の
妊
産
婦

、
子
育

て
世

帯
、
子

ど
も
へ

の
一

体
的
な
相

談
支

援

を

行
う

機
能

を
有

す

る
「
こ
ど

も
家
庭

セ
ン

タ

ー
」
に

つ
い
て
、
来
年
４
月

の
設
置
に

向
け

準
備

を
進

め
て

い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す

。

か
か
り
つ
け
連
携
手
帳

負
担
軽
減
や
利
便
性
等
を
検
証

電
子
版

か
か
り
つ
け
連

携
手
帳
電
子

決
済

モ
デ
ル

推
進
事
業

に
つ

き
ま

し
て
は
、
重

度

心
身
障
害

者
の
病
院
窓

口
で
の
現
金
支

払
い

を
不

要
と

す

る
県

の
モ
デ

ル
事

業
で

あ
り
、

対
象
者
の
負
担
軽
減
や
利
便
性
等
を
検
証
す

る
た
め
本
市
も
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
制
度
の
受
給
者
で
対

象
と
な
る
皆
さ
ま
に
は
、
参
加
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

」

委

託

業

者

を

選

定

来
年

度
か
ら
外

部
委

託
に
よ

る
運
営
を
計

画
し
て

い
る
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ

ー
」
に

つ

い
て
、
公
募

型
プ
ロ

ポ

ー
ザ
ル
方

式
に

よ

リ
委
託

事
業
者
を

選
定
し
た

と
こ
ろ
で

あ
り

ま
す

。
今
後

、
円
滑

に
事
業

の
委
託

が
で

き

る
よ
う
、
選

定
し
た

事
業
者

と
詳

細
な
協

議

を

行
う

と
と

も
に
、
業

務

の
引
継

ぎ
な
ど

必

要

な
準

備
を

進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生

後
６

ヵ

月
以

上

の
す

べ
て

の

希
望

者

ヘ

オ
ミ

ク

ロ
ン

株

対

応

ワ

ク
チ

ン

接
種

開
始

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防

止

と
重
症
化
予

防
の
た

め
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
事

業

に
つ

い
て

は
、
現
在
、
6
5歳
以
上

の
方

や
6
4

歳
以
下
で
基

礎
疾
患
を

有
す
る
方
な

ど
を
対

象
と
し

た
、
無
料

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
を
実

施

し
て

お
り
ま

す
。
ま

た
、
追
加
接

種

と
し
て

９

月
2
0日
以

降
、
生
後
６

ヵ
月
以

上

の
希
望

者
す

べ
て

の
方
を
対

象
に
、
オ
ミ

ク
ロ

ン
株

対
応

の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
開
始
し

ま
す
。
今

後

も
国

の
方
針
に
沿

っ
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
を

実
施
し

て
ま

い
り

ま
す
。
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： ｜



７ でｙ　 － ＿ごこ　 ＿－_2二,
⌒ヽ 一

皿 － ‾

今秋から送水試験が開始される上小田原配水池甲州市ふるさと納税の魅力ある返礼品の数々

勝
沼
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

地
域
医
療
体
制
審
議
会
で
検
討

甲
州
市

立
勝
沼

病
院

に
つ

い
て
は
、
公

立

病

院
が
担
う

べ
き
役
割
や
今

後
の
超
高

齢
化

社

会
で
の
持

続
可
能
な

医
療

提
供
体
制

の
確

保
等
の

観
点

か
ら
、
甲
州
市

地
域

医
療

体
制

審

議
会
に

お
い
て
検
討

を
い
た
だ

い
て
い
る

と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
療
体
制
基
本
計
画
に
つ
き
ま

し
て
も
、
国

が
求

め
る
公
立
病
院
経
営
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
見
直
し
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
進
め
る

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

シ
テ

ィ
の
実

現

に
向

け
、

本
年
度

、
市

民
文
化
会

館
屋
上

へ
Ｐ
Ｐ

Ａ

事

業
に
よ

る
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
を

行
う
た

め
、
過
日

、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方

式
に

よ

リ
委
託

事
業
候
補

者
を
選
定
し
た

と
こ
ろ
で

あ
り
ま

す
。

シ
ス
テ

ム
の
設
置

に
よ
リ
温

室
効
果

ガ
ス

と
電

気
料

の
削
減
、
ま

た
災

害
時
の
非

常

用

電
源
と
し
て
の
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

果
樹
産
地
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

基
盤
整
備
を
図
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
う
ち
物
価
高
騰
対
策
支

援
分
と
し

て
、
資
材
、
燃
料

等
、
物
価

高
騰
に

よ
リ
圧
迫

を
受
け
て

い
る
農
業

経
営

の
一
助

と
し

て
い
た
だ

く
た

め
、
一
定

の
要
件

を
満

た
す
市

内
農
業

者

に
対
し
、
給

付
金

に
よ
る

支
援
を
行

う
こ
と
と

い
た
し
ま
し

た
。

ま

た
、
や
ま

な
し
産
地

生
産

基
盤

パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事

業
や
モ
モ

産
地
競
争
力
強

化
支
援

事
業
等
、
国
・
県

の
補

助
事
業
を

有
効
活
用
し

な
が

ら
フ

ル
ー
ツ

王
国
や
ま

な
し

、
果
樹
産

地
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て

一
層
の
基
盤

整
備
を

図
っ
て
ま

い
り
ま
す

。

向
嶽
寺
か
ら
岩
手
ラ
ン
プ
へ
の
ア
ク
セ
ス

事
業
化
へ
向
け
協
議
を
進
め
る

塩

山
駅
南
側

に
お
け
る
都
市

計
画
道

路
の

事
業

化

へ

向
け
た

取
り

組

み
に

つ
い

て
は
、

本
年

度
、
県

と
共
同

に
よ

る
本
路
線

の

調
査

を
行

っ
て
お
り

早
期
事
業
化

へ
向
け
た

取
り

組
み

を
、
よ
り
一
層
推

進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
向

嶽
寺

か
ら
岩

手
ラ
ン

プ
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
に

つ
い
て

は
、
西

関
東

連

絡
道

路
の
開

通
以
降

、
岩

手
ラ

ン
プ
へ

の
通
行

量

増

加
や

渋

滞
が

続

い
て

い
る
状

況
で

あ
り
、

市

民

の
通

勤
・
生

活
・
物

流
・
観

光
な

ど
様

々

な

面
で
、
よ
り
安
全

に
利

用
で
き

る
道

路
と

な

る

よ
う
「
峡
東

地
域

の

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
勉
強
会
」
を
通

じ
、
事
業

化
へ
向
け

県
と
協

議

を
進
め
て
ま

い
り
ま
す

。

ま
た
、
水
道
事
業

に
つ
い
て
は

、
公
営

水
道

が
未

整
備

の
上
下
小
田
原

地
区
へ

の
水

道
の

整
備

に
つ
い
て
、
上
萩
原

の
浄
水
場

か
ら

、
重

川
を

渡
り
、
既

に
建

設
が
完

了
し
て

い
る
裂

石
地
区

の
上
小
田

原
配
水
池
へ

送
水
す

る
試

験
を
今

秋
か
ら

開
始
し
ま
す

。

ま

た
、
引

き
続
き

下
流
へ

の
配
水

管
工

事

を

進
め
、
早
期
に

給
水
で
き

る
よ

う
整
備

し

て
ま

い
り
ま
す

。

甲
州
市
商
工
業
振
興
計
画

今
期
計
画
の
評
価
、
検
証
を
行
う

甲
州
市
商

工
業
振
興
計

画
の
策
定

に
つ
い

て
は
、
本
年

度
が

計
画

の
最
終
年

度
で

あ
る

こ
と
か
ら
、
今
期

の
計
画
の
評
価

、
検

証
を
行

う
中
で

、
市

内

商
工
業
者

の
ア

フ
タ

ー
コ
ロ

ナ
対
策

や
雇

用
対
策
、
経
済
対

策
等

の
社
会

情
勢
を

考
慮

し
な
が

ら
、
令
和
６

年
度

を
初

年
度
と
す

る
次
期
計
画

の
策
定
作
業

を
進
め

て
お
り
ま
す

。

ホ
テ
ル
お
よ
び
レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
2
0
2
5

年
秋
開
業
予
定

民
間
企
業

に
お
け

る
勝
沼
町
菱

山
地
内

の

ホ
テ
ル

お
よ
び
レ

ス
ト
ラ

ン

の
建

設
に
つ

い

て
で

あ
り
ま

す
。
事

業
者

と
は
、
こ

れ
ま
で

協
議
を
重

ね
て
ま

い
り
ま
し
た
が

、
過
日

、
開

発
行
為

の
申
請
が

提
出

さ
れ
た

と
こ
ろ
で

あ

り
、
計
画
で

は
、
2
0
2
5

年
秋

に
開
業
予
定

と
な

っ
て
お
り
ま
す

。

今

後
、
市
内

観
光
発

着
の
拠

点

の
一
つ

と

令 和５年１０月　　４
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整備が進めら れている勝沼中学校およつちよい上棟式(昨年のおよっちょい祭りの様子)

な
り
大
幅
な

観
光
客

の
増
加

が
見
込

ま
れ
る

こ
と
か
ら
大

変
期
待
し
て

い
る
と
こ

ろ
で
あ

り
ま
す
。

秋
の
主
要
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
向
け
準
備

本

年
で

第
7
0回

を
迎

え

る
「
甲

州
市

か

つ

ぬ
ま
ぶ

ど
う
ま

つ
リ

」
に
つ
い
て
は
、
１０
月
７

日

に
開
催
い
た
し
ま

す
。
特
別
企

画
と
し

て

世
界
農

業
遺
産

認
定

に
関
連
し

た
イ
ベ
ン
ト

を
実

施
す

る
な
ど
、
本

市

の
魅
力
を

県
内
外

の

多
く
の
皆
さ
ま

に
感
じ
て

い
た
だ
く
内

容

と
す

る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
第
１８

回
甲
州
市

お
よ
っ
ち

ょ
い
祭

り

」
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
縮
小

開
催

か
ら

通

常

規
模

で

の
開
催

を
予

定
し

て

お
り

ま
す

。

同

時
開
催
で
菅
田

天
神
社

の
所
有
で

あ
る
国

宝
「
小
桜

章

威
鎧

兜
大

袖

付
」
通

称
「
楯
無

の

鎧

」
の
公

開
な

ど
「
塩
む

す
び

」
を
主

会
場

と

し

て
１０
月
2
2日

の
開
催

に
向
け
準
備
を

進
め

て
お
り
ま
す

。

中

学

校

運

動

部

活

動

地

域

移

行

問

題

点

や

今

後

の

方

向

性

を

検

討

中
学
校

運
動

部
活
動

地
域
移
行

に
つ
い
て

は
、
本

年
７
月

に
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
長
、
学
校

長
な

ど
を

委

員
と

す

る
「
中
学

校

運
動

部
活

動
地
域
移

行
推
進
委

員
会
」
を
開
催
し
、
現
状

の
部
活
動

の
問
題
点

や
今
後

の
方

向
性
な
ど

に
つ

い
て
検
討

い
た

だ
い
た
と

こ
ろ
で

あ
リ

ま
す
。

ま
た
、
今
月
に
は
、
地
域
移
行
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２
名
が
市
内
４
中
学
校
を
訪
問

し
、
現
場
の
指
導
者
や
部
活
動
中
の
生
徒
の

声
を
直
接
聞
き
取
る
な
ど
、
現
状
把
握
や
問

題
点
の
整
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

学
び
と
成
長
を
促
進
す
る
施
策
を

着
実
に
進
め
る

学
校
教
育

に
つ
い
て
は
、
本
年

度
「
英

語
教

育
改

善
プ
ラ

ン

推
進

事
業

」
、「
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
Ｄ
Ｘ

ス

ク
ー

ル

推
進

事
業

」
、「
道

徳
教

育

研
究
推
進

事
業
」
な
ど
の
国
・
県
の

研
究
指
定

事
業
に
５

校
が
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す

。

こ

れ
ら

の

研

究
指

定

事

業

を

着
実

に
進

め
、
指
定

校
の

み
で
は

な
く
市
内

全
て

の
学

校
に

研
究
内

容
を
広
げ

、
次
代

を
担
う

子
ど

も
た
ち

の
学
び
と
成

長
を
促
進
す

る
施
策
を

着
実

に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
施
設
整
備
を
図
る

中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

学
校
施

設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
の
継

続

事
業

と
し
て
実

施
し

て
い
る
、
勝
沼

中

学

校

大
規

模
改

造
事

業
に
つ
き

ま
し
て

は
、
1
0

月
に
は
工
事
が
完
成
の
見

込
み
で

あ
り
ま
す
。

塩

山
中
学
校
大

規
模
改
造

事
業
に

つ
き
ま

し
て
も
、
来
年
度
ま

で

の
継
続
事

業
と
し

て

実

施
し

て
お
り
、
生

徒
た

ち
が
よ

り
良

い
環

境

で
学
習
や
生

活
が
で
き

る
よ
う
、
安
全
・
安

心

な
施
設
整
備

を
進
め
て
ま

い
り
ま
す

。

秋
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

観
光
バ
ス
等
の
誘
致
を
強
化

勝
沼

ぶ
ど

う
の
丘

に
つ

い
て
は
、
改

修
工

事
が
完
了

し
た
展
望
テ
ラ

ス
に

お
い
て
、「
世

界
農
業

遺

産
認

定
１

周
年

記
念

イ

ベ
ン
ト

」

や
「
サ
ウ
ン

ド
フ

ェ
ス
」
を
実

施
し
、
大

勢

の

お
客
様

に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し

た
。

ま

た
、
ア

フ

タ

ー

コ

ロ

ナ

を

見

据

え

た

観

光

バ
ス

の
誘

致

強

化

に

よ
り
、
バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

ガ

ー

デ

ン

部

門

の

月

間

売

上

が

５
０
０

万
円

を
超
え

る
な

ど
、
成
果

が
表

れ

て
き

て
お
り
ま
す

。
秋
の
ト

ッ
プ
シ
ー

ズ
ン

に

む
け
、
更

な
る
誘

客
活
動

を
行

っ
て
ま

い

り
ま
す

。

改
修
工
事
が
完
了
し
た
ぶ
ど
う
の
丘
「
展
望
テ
ラ
ス
」

広 報 こうしゅう
５
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令和４年度甲州市決算に係る財政の健全化判断比率

及び地方公営企業の資金不足比率を公表します

甲州市では、8月29 日開会の令和5年9月定例市議会へ令和4年度決算に係る財政健全化判断比

率及び資金不足比率について報告しました。いずれの指標も早期健全化基準又は経営健全化基

準以下であり、審査した監査委員の意見でも｢健全な状態にある｣とされました。

前年度の比率との比較では､ 実質公債費比率で0.7 ポイント減少、将来負担比率で28.9 ポイン

ト減少しました。なお、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び公営企業の資金不足比率について

は、赤字額等がないことから､比率は算定されませんでした。

健全化判断比率 (単 位: ％)

項　目 � 実質赤字比率 �連結実質赤字比率 �実質公債費比率 � 将来負担比率

健全化判断比率 �- �- �15.2 �61.9

早期健全化基準 �13.29 �18.29 �25.0 �350.0

備　考

実質赤字額又は連結実質赤字額 がない場合､比率は算定されないことから｢一｣と表示され ます。

【参考】令和3年度実質公債費比率:15.9 ％／令和3年度将来負担比率:90.8 ％

実質赤字比率 �

地方公共団体の一般財源の標準規模を示す｢標準財政規模｣に対して、一般

会計等の実質赤字額が占める割合を示す指標です。実質赤字額がない場合

は算定されません。

連結実質赤字比率 �｢

標準財政規模｣に対して、地方公共団体の全会計(ただし、財産区特別会計

は含 まない)の実質赤字額の合計額の占める割合を示す指標です。連結実

質赤字額がない場合は算定されません。

実質公債費比率 �
一般会計の公債費や公営企業債の償還に充てるための繰出金等に係る財政

負担の程度を示す指標です。

将来負担比率 �

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の｢標準財政規模｣に対する比率

です。算出された数値は、一般会計等が背負っている負債が､｢標準財政規

模｣に対し､どの程度であるかを表しています。

資金不足比率 (単位: ％)

会計の名称 � 資金不足比率 � 経営健全化基準

水道事業会計 �- �20.0

勝沼ぶどうの丘事業会計 �- �20.0

勝沼病院事業会計 �- �20.0

下水道事業会計 �- �20.0

備　考

資金不足額がない場合､比率は算定されないことから｢一｣と表示されます。

資金不足比率

泄

公営企業ごとの資金の不足額が、事業の規模に対してどの程度あるか

を示す指標です。資金不足額がない場合は算定されません。

令 和 ５年 １０月　　 ６
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

～
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ
～

◆ 助 成 対 象 者

・65 歳 以 上 の 甲 州 市 民

・60 歳 ～65 歳 未 満 の 甲 州 市 民 で 、心 臓･ 腎
臓･ 呼 吸 器 の 機 能 に 自 己 の 身 辺 の 日 常 生 活 が

極 度 に 制 限 さ れ

る 程 度 の 障 害 の あ る 方 、お よ び ヒ ト 免 疫
不 全 ウ イ ル ス に よ り 、免 疫 機 能 に 日 常 生 活 が ほ と ん

ど 不 可 能

な 程 度 の 障 害 が あ る 方

◆ 費 用 助 成 期 間　10 月１日( 日) ～ 令 和6 年1 月31 日( 水)

◆ 助 成 内 容

１人 に つ き1 回2,500 円(1 回 限 り) を 助 成 し ま す 。
各 医 療 機 関 で2,500 円 を 差 し 引 い た 金 額 を

お 支 払 い く

だ さ い 。

※接種料金は医療機関により異なります。直接医療機関へお問い合わせください。

※生活保護受給中の方は､子育て福祉推進課で発行するF生
活保護受給証明書｣を医療機関に提出することで､費用が免除

となります。

◆ 接 種 場 所 か か り つ け の 医 療 機 関 ※医療機関 に事前に予約をし７ ください。　　　　　　　　　
回

◆ 予 診 票　 各 医 療 機 関 お よ び 健 康 増 進 課( ２番 窓 口)､ 勝
沼 支 所､ 大 和 支 所 で 配 布 し ま す 。　　　　

心

◆ 注 意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヽ?X

実 費 で 接 種 し た 場 合 は 領 収 書 を 持 参 さ れ て も 接 種 費 用 の 返 還 は い た し ま せ ん　

頑

・ 期 間 内 で も 休 診 日 や 休 診 時 間 が あ り ま す 。
直 接 医 療 機 関 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
し

７

〈対象者〉 初回接種を終了し､前回の接種から3か月を経過したすべての方

※初回接種とは生後6か月～4歳までの方は3回目まで､5歳以上の方は2回目までの接種になります。

〈実施期間〉9 月20日(水)～令和6年3月31日(日)まで※対象者は期間中に1回接種を受けられます。

〈接種費用〉 無料(自己負担ない
※ただし､接種前後の診療等については､通常の診療として自己負担が生じる可能性があります。

〈使用ワクチン〉 オミクロン株(XBB.1.5)対応ワクチン(７アイザー社･モデルナ社)を基本として使用し
ます。

〈接種券の送付･再発行〉

①前回の接種がお済みの方
接種後3か月が経過した方には9月上旬より順次発送しております。

接種後3か月未満の方には､3 か月経過後､順次発送いたします。

②前回の接種がお済みでない方
お手元の接種券･予診票を使用して接種することができます。

紛失などによりお手元にない場合は､下記コールセンターまでお問合せください。

〈接種の努力義務について〉
今回の接種は､接種対象者の内、65歳以上の方､基礎疾患を有する方､重症化リスクがあると医師が認め

た方は接種に関する努力義務(公的関与)があります。
接種の努力義務が課されている方とそうでない方

がいますので､詳しくは以下の表をご確認ください。

努力義務の対象範囲 � 努力義務あり � 努力義務なし

65歳以上の方 � ○

基礎疾患を有する方 � ○

上記以外の方 �� ○

ゝ　　 ■ ワ クチン 接 種 の努力 義 務 とは

：　　｢ 接種を受けるよう努めなければならない｣ という予防接種法の規定のことで、感染症の緊急まん延予防の観

点
から、皆様に接種をご協力いただきたいという趣旨で、

このような規定があります。この規定のことは、いわ

ゆる｢努力義務｣ と呼ばれていますが､ 義務とは異なりま
す。接種は強制ではありませんので､ 感染のリスクやこ

れまでの接種での副反応等を考慮し、最終的には、あく
までも、ご本人が納得した上で接種をご判断いただく

こ

｜　　 とになります。

〈接種 の際について〉

事前の予約 が必要 となります。

｡=　　 ご予約について
は､下記 コールセンターもしくはかかりつけ医等

医療機関に直接ご相談 ください。

。　 〈接種当日の持ち物 〉 口接種券(予診票･接種済証) … お手元の接種券をご利用 ください。

り　　 口お薬手帳(お持ちの方)　 口 身分証明書(マイナンバーカード･健康保険証･運転免許証のいずれか)

iX

広 報 こうし ゅう
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ナンバーカードに
るお知らせ

● 可ぐ９腿恥含＝＝･[陥順五回溶と
孔嗜

右記の日程で開設しますので、ぜひご利用＜ださい。

★　 。゚ ･　　　‘ａ Ξ匹 匹 〕

●マイナンバーカ ード の申請

・本人確認書類2 点(運転免許証、健康保険証、年金手帳等)

・国から送付されているマイナンバーカード交付申請書

・住民基本台帳カード(お持ちの方のみ)

・マイナンバー通知カード

●健康保険証の利用申し込 み･公金受 取口座 の登録

・マイナンバーカード十カードに設定した数字4 桁のパスワード

・本人名義の口座情報がわかるもの(必要な方のみ)

回沿石摺

開設日 � 会場 � 開 設時 間

10 月３日(火)～５日休) �
甲州市塩山

ふれあい館 �

午前8時30 分

？

午前10 時30 分

１１日(水)～13 日(金)� 勝沼市民会館

１８日(水卜20 日(金)�甲州市民文化会館

27 日(金)28

日 比) �
勝沼市民会館

１１月５日(日)　

６日(月)　

８日(水)　

９日休)　

１０日(金) �

甲州市民文化会館

10 月22 日(日)

甲州市 およ っちょい祭り

市役所本庁舎

1階 市民課窓口

○
夜間 休日にマイナンバーカード関係の手続きができます 底11冒1１

午前9時30 分～

午後3時30 分

毎週水曜日( 午後7 時まで)と毎月１回日曜日に、マイナンバーカードに関する手続き窓口をｑｌ 蓮lで開設しています。

●日時　10 月29 日(日)午後1時～5 時　　●場所　 市役所本庁舎 １階 市民課

●手続きの内容　 マイナンバーカードの申請、受け取り、更新、暗証番号変更･初期化

●予約方法　希望日の前開庁日までに電話でご予約＜ださい。

○
『マイナンバーカード出張申請サポート』についてlXZll

申請時に、本人確認等の必要な条件を満たせば、できあがったマイナンバーカードを本人限定受取郵便によりご自宅へ

お送りします。申請に必要なものは、上記｢★必要な持ち物｣と同じです。

【個人向け】

市役所へ来ることが難しい方を対象に、市職員がご自宅に訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。

・ 対象(甲州市民に限ります)

(1)75 歳以上で外出が困難な方(2) 障がい者手帳等をお持ちの方

(3)介護保険の要介護･要支援認定を受けている方(4) 乳幼児(Oから6歳までの未就学児)等

■ 申請の流れ

希望日1週間前

までに電話予約

市職員が

自宅へ訪問

本人確認、

申請書類の記入

写 真 撮 影

(市職員が行います)

・注意事項

●申請日から約2か月以内に甲州市外に転出予定がない方が対象です。

カードの受け取り

(来庁又は郵送)

甲 州 市 の マ イ ナ ン バ ー

カ ー ド 保 有 率 は 、

７４.2 ％ で す 。(8月末現在)

●申請者本人(15歳未満の方及び成年被後見人の方は法定代理人とともに)が、当日訪問場所にいることが必要です。

●身体 を動 かすこと が困難 な方につ いて は、介助 者等が 同席を お願いし ます。

●当日、本人確認 書 類の原 本を提示 するこ とが必 要で す。

●申請 サポ ート に必要 な機器 類の 電源の 貸し出しと 、公用 車の駐 車スペ ースの 準備をお 願いし ます。

・ 予 約受 付 開始日　10 月３日(火)

■ 訪問日 時

①月曜～ 金曜( 休祭日 および 年末年 始を 除＜平日) 午 前9 時30 分～午 後4 時30 分

②休日 開庁日　 午後1 時～4 時 まで

【団体向け】

市の職員が企業･学校･サークル等のご希望の場所に出向き、マイナンバーカードの申請サポート(顔写真の撮影と申請書の受付)

を行います。出張申請サポートをご希望の場合は､電話等でお気軽にご相談＜ださい。

＠ 市民 課 住民 記録･戸籍担当　 登32-5061
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市では医療費の自己負担額の軽減や､ 国民健康保険の財政健全化にもつながるジェネリック医薬品の

利用促進に取り組んでいます。

Ｕ ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 と は ？

ジェネリック医薬品(後発医薬品)とは先発医薬品(新薬)の特許期間(原則20 ～25 年)が過ぎた後､ 同じ

有効成分で製造した薬で、厚生労働省が承認したものです。開発費が抑えられるため低価格です。

子供やお年寄りなどが飲みやすいように溶け方に工夫するなど、ジェネリック医薬品ならではの進化も

あります。

■ ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 に 変 更 す る に は ど う し た ら い い の ？

まずは、医師や薬剤師にジェネリック医薬品希望することを相談してください。

言いにくい場合には｢ジェネリック医薬品希望カード(シール)｣を提示するのも良い方法です。

処方せんの｢ジェネリック医薬品への変更不可｣の欄にチェックが付いていない場合は変更が可能です。

健 康 診 断 か ら 始 め よ う ！セ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン

＠
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Ｕ セ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン と は ？

自 分 自 身 の 健 康 に 責 任 を 持 ち
Ｓ･｡‘･I

軽 度 な 身 体 胞 ９ 副､融1= 分 双 壬 政 刄轟｡｡S,こ と( ＷＨＯセ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ

ン の 定 義) 。 セ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン を 心 か け る こ と で 、毎 日 を 健 康 的 に 過 ご す こ と が で き ま す 。

目 市 の 健 診 を 上 手 に 活 用 し よ う ！

基 本 と し て は 、自 分 自 身 の‘lか ら だ の 状 態" を 知 っ て お く こ と は 重 要 で す 。 健 康 状 態 を 知 る た め に は 健 診

を 受 け ま し ょ う 。 市 叉 応 蔀 旬 肆診 、謀腸 人 間､:､ﾄﾞ
……ツ=IIｸ､

個 男lj医 療 機 関 健 診 な ど 回 建 診 旁 実 施 し て お り ま す9

犀｡し
………
く｡CJ;。､健 旗| 灘 隠 匿 灘 限 り 貪 種 茸 心 菰 匈 西

目 市 販 薬(OTC 医 薬 品) を 上 手 に 使 い ま し よ う ！

日 ご ろ よ ＜ 経 験 す る 症 状( 頭 痛･ か ぜ･ 胃 腸 の 調 子 が 悪 い な ど) の と き は 、市 販 薬 を 上 手 に 活 用 し ま し ょ う 。

ま た 、市 販 薬 を 購 入 す る 時 は｢ お 薬 手 帳｣ を 持 参 し て 薬 剤 師 に 確 認 し て も ら い ま し ょ う 。

※ただし､普段感じ たことのない痛 みや不調､市販薬を使っても改善しない場合などは､すみやかに医療機関で受診してください。

※特定の市販薬(OTC 医薬品)を購入することで､所得控除が受けられる場合があります(セルフメディケーション税制)O

この控除を受けるためには､健康診断等を受けている必要があります。

※セルフメディケーション税制については､税務課市民税担当(冒32-5069) にお問い合わせください。

■ リフィル処方せんは？

リフィル処方せんとは、症状が安定している人に対して、医師が認めた期間内であれば再診を受けずに同

じ処方薬を薬局で受け取ることのできる処方せんのことです。上限は3回です。

※投薬量に制限がある医薬品(新薬や向精神薬など)や湿布薬は対象外ですO

●リフィル処方せんのメリット

①患者の通院負担(身体的･経済的)が軽減　②医療費の抑制　③医師の業務負担軽減による医療の質の向上

●リフィル処方せんの利用方法

希望する場合はかかりつけ医に相談しましよう。

広 報 こ う し ゅ う

令和5 年7 月 の医 療 費

国保連診療報酬請求額基準

医 療 費 全 体　　2 億5,053 万 円( 前 年 同 月 比 △2,975 万 円)
………::1

人 当 た り 医 療 費　3 万1,083 円( 前 年 同 月 比 △2,240 円)

………
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子 習 吻 ＠ 可 きｸ臼 一 命 ９ 卜 ・肌 守 －{}・フ む ン ＠ 健 肺 方 咀 ９ 肺 宅

一 べ陪ｸ必－ 命90 峨l白 琶９０ 咤＠９９ ＠９ －

甲州市では市民の皆さんにご協力いただき､母子健康手帳交付時､1 歳6か月児健診､3 歳児健診、5

歳児健診の際に、子どもの生活習慣や育児の状況についてお伺いする｢母子保健調査｣を実施し

ています。今回は調査結果の中から｢子どもの携帯電話･スマートフォン･タブレット等IcT 端末

の使用頻度と時間｣について報告します。

使用頻度は1歳6 か月児では｢全く使わない｣が最も多く半数程度でしたが､3 歳児では｢毎日｣｢週

に3～4 回｣使用する方が増えています。使用時間は約9割が2時間以内と回答されており、長時間

使用しないように工夫されている家庭が多いことがわかりました。また、使用内容は｢動画をみ

る｣が8割以上、｢写真をみる｣が4割前後と多いことがわかりました。
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％　1時間未満　1~2 時間　2~ ３
時間　3~ ４時間　 わからない

子どもは自分でインターネットやスマートフォンを見る時間をコントロールすることができ

ないため、保護者が子どもと一緒にルールを作って使用するようにしましよう。

インターネットやスマートフォンはこれからの社会ではますます身近になっていきます。イ

ンターネットの良い面も危険な面も正しく理解をして上手に活用していきましょう。

要申込･無料 基礎から学ぶウォーキング教室
～楽しく歩いて健康づくりをはじめよう～

....i..f.J　7.1r･ ’･¶･ ・
/
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この教室では、歩〈 ときの正しい姿勢や靴の履き方､歩い　　〈集合時間〉 午後1時15分（午後3時30分頃終了予定）

た後のケアなど､ウォーキングの基本を楽しみながら学ぶ　　〈対象〉 甲州市内在住の方（足腰に痛みのない方）
こ と がで き ま す。

自 宅 で 過 ご す こ と が 多 く、運 動 不 足 に な り が ち な 今 、

ウ ォ ー キ ン グ を 始 め て み ませ ん か ？

※ポイントを貯めてお得な特 典がもらえ る｢健幸ポイントこうしゅ

う｣の対象事業(20 ポイント獲得)です。

〈日 程･ 内 容 〉

第1 回　10 月28 日( 土)｢ か ん た ん! 日 常 生 活 から の 歩 き方｣

第2 回　11 月18 日( 土)｢ 歩 く ペ ー ス と健 康 ウ ォ ー キン グ｣

第3 回　12 月２日( 土)｢ 健康 の た め の 脳･ 脚 ウ ォ ー キ ン グ｣

〈日 程･ 内 容 〉集 合 場 所

第1 回 岬 州 中 央 防 災 広 場　 塩( え ん) む す び　 為 ５ 犬く

第2 回: 勝 沼 中 央 公 園　　　　　　　　　　　　 こ 今し 馮

第3 回: 塩 山B ＆Ｇ海 洋 セ ン タ ー 駐 車 場　　　　　　 。 岬

※雨天時は塩山保健福祉センターで実施　

や

※治療中の方 は､主治医と相談のうえ､ご参加ください。

〈定 員 〉 各 回30 名( 予約制･先着順) ※10月2日(月)から受付開始

〈持 ち物 〉 動 きや す い 服 装 と運 動 靴、リ ュ ッ ク サ ッ ク 、雨

具( カ ッ パ 等)､ 飲 み 物､ タ オ ル

＋

｢健 幸 ポ イ ン ト こ う し ゅ う｣ ス タ ン プ カ ー ド( お 持 ち の 方)

※集合場所までの交通手段にお困りの方は､ 送迎が可 能です。お申

し込みの際にご相談ください。

※マ スクの着用は個人の判断とさせていただ きますが､ 咳エチヶ ツ

ト等､基本的な感染症対策へのご協力をお願いいたします。

※風邪や発熱 等の症状がみられるときは､ 軽度の場合でも参加を見

合わせていただきますようお願いい たします。

※教室には､事前に申し込みをされた方のみご参加いただけます。

(事情によりご家族等が同伴される場合は､ 予め健康づくり担当ま

でご相談ください。)

※今後の状況により､ 教室の全部または一部を中止する場合や､内容

等に変更が生じ る可能性がございますので､予めご了承ください。

令 和５年１０月　　10
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認知症についてのお困りごとは
｢認知症初期集中支援チーム｣がお手伝いします

！

●

認知症初期集中支援チームとは

自宅で生活している認知症またはその疑いがある方やその家族が対象で、認知症に関する心配ごとや困

りごとについて専門的な相談支援をしています。認知症専門医やサポート医の助言を得ながら保健師･

社会福祉士等がチーム員となり、家庭を訪問し約6 か月間集中的に困りごとへの解決に向け支援を行い

ます。

認知症の症状によるこんな困りごとはありませんか？

認知症の症状が強くて　　　　 本人が嫌がり介護　　　　 かかりっけの病院に　　　　 認知症専門医に受診
ム
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認知症は、早期に適切な治療や支援を受けることで、進行を緩やかにしたり、生活がしやすくなる可能性

があります。しかし、ご本人が一番不安を感じているために､ 必要な治療や支援を拒む方も多く、進行し

てからの相談が多いのが実情です。認知症状が進行すると家族や周囲の人たちが対応に苦慮することも

多く､チーム員支援を通じて認知症の方への関わり方や介護保険サービス､医療等への相談支援を行って

います。

高 齢 者 の 暮 ら し と 介 護 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に つ い て(2)

昨年11月に実施した｢介護予防･日常生活圏域ニーズ調査｣の結果から今回は､｢認知症にかかる相談

窓口の把握について｣を紹介します。

Ｑ.自分や家族が認知症になった時にどうしたらいいのか考えたことがありますか。

「ある」55.4 ％､「ない」35.0 ％

Ｑ.認知症に関する相談窓口を知っていますか。

「はい」21.3 ％､「いいえ」69.5 ％

半数以上の方が認知症について考えたことがある一方、

0　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100
　

■ ある　口 ない　圈 無回答

7 割近くの方が相談窓口について知らないことがわかりました。

0　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100

ヨ 　

ンターにご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　■はい　口いいえ　国無回答

ヘルプマークを知つていますか? 援助が必要な方のためのマー

『ヘ ル プ マ
‾

ク 』を 配 布 し て い ま す　 昌 乱 回 プ グ７
‾ｸﾞ

見 ‘゙り ふ ＳＯ Ｏ) ゛)肖 ゛

● ヘルプマークとは

障害などがある人の中には、外見では障害があ

ることがわかりにくく、自分から｢困っている｣

｢ 手助けしてほしい｣ことを､なかなか伝えられな

い方がいます。ヘルツマークは､こうした人々が

周囲の大に配慮を必要としていることを知らせ

る事で､援助を得やすくするためのマークです。

● ヘルプマークを見かけたら

・電車やバスの中では､席をお譲りください

・駅や商業施設などでは、声掛けや見守りなどの

支援をお願いします

● ヘルプマークを持って困っている人を見かけたら

｢ どうしましたか？｣｢何かお手伝いす ることは

ありますか？｣と声をかけてください。(ヘルツ

マーク裏面シールに、支援や配慮してほしい内

容が記載されています。)

● ヘルプマークの配布対象者

身体･知的･精神･発達障害をお持ちの方

(障害者手帳所持の有無は問いません)

その他希望者(高齢や妊娠初期など)

● 配布場所

子育て･福祉推進課　 障害福祉担当、

勝沼支所､ 大和支所

られます

ちょ つとした
あなたの手助けが

障害のあ る人の

安 心につながります

ｆ Ｓ`

ｔ こ ｊ

11　　広 報 こうし ゅう



< 塩山駅南口> 発便 �

上於曽 �9:31 �11 二21 �12:41 �14:29

�甲州市役所 �9:32 �11:22 �12:42 �14:30

�本　町 �9:33 �11:23 �12:43 �14:31

〈 塩山駅南口> 着便 �
本　 町 �10:24 �10:57 �12:21 �15:24

�甲州市役所 �10:26 �10:59 �12:23 �15:26

〈 塩山駅南口＞発便 �

上於曽 �12:09

�甲州市役所 �１２：１０

�本　町 �12 二11

< 塩山駅南口> 着便 �
本　 町 �12:53

�甲州市役所 �12:55

フ

ド
Ｙ

10/

午前9?KU14時

楯無鎧(国宝｢小桜章威鎧兜、大袖付｣)の公開と講演について
菅田天神社所蔵の楯無鎧が一般公開されます。同日、海老沼真治氏(山梨県立博物館学芸員)の講演｢楯無鎧と武

令 和５年１０月　　12



戸 回″゛

甲州市観光おもてなしガイド養績講座
一参加者募集－

甲州市が誇る名所、歴史、文化、自然などの魅力について、観光客にガイドをしていただける方を養成するため、｢

甲州市観光おもてなしガイド養成講座｣を開講します。

日 程・内 容・場 所 く全 ６回 〉※詳細はホームページをご覧ください。

〈第1 回〉11月14 日(火)午後1時～3時　　　　　　　　　　　 〈第４回〉12月１日(金)午後1時~4時

●｡ミ 。●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒミ ー 甲州市と武田信玄公～入門編～

塩山市街地見学～えんざんまちなかウォーキングの実践～　　　　 ・｡､皿' ″=●恵林寺見学

ｒｉｉｉｓ・ 甲州市中央防災広場 塩むすび　　　　　　　　　 Ｅｉａ５・ 乾徳山恵林寺 庫裏前

〈第２回〉11月１５日(水)午後7時~8時30分　　　　　　　　　 〈第５回〉12月５日(火)午後1時～3時

ｒミ ・ おもてなしの実践~かっぬま朝市の事例～　　　　　Ｅミiai

●４ｔtｇr・ 甲州市中央公民館2 階 第3 会議室　　　　　　　 大善寺とぶどう発祥伝説を学ぶ～大善寺･柏和醸造見学~

〈第３回〉11月28 日(火)午前10時～午後3時　　　　　　　　　
ＥＥＥＩＩ 柏尾山大善寺

●iミ41 ｓそば切り発祥･坐禅の聖地で学ぶ精進体験　　 〈第６回〉12月１２日(火)午後7時~8時30 分

。､･ﾐｰI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｒミ ・ 世界農業遺産｢峡東地域の扇状地に適応し

武田勝頼公の終焉の地を学ぶ～栖雲寺･景徳院見学～　　　　　た果樹農業システム｣を学ぶ

●ｊ１４３r・ 甲州市役所 大和支所　　　　　　　　　　　　　Eil ｒiF・ 甲州市民文化会館2 階 第3会議室

対 象 者･ 観光ガイドに興味があリ活動していただける方　･甲州市の歴史･文化等について学びたい方

参 加 料 無料(第3回は別途体験料がかかります。)

申 込 方 法

市役所本庁舎案内窓口、観光商工課･勝沼支所･大和支所に｢受講申込書｣を用意しています。必要事項を記入のう

あなたのお宝大募集!

翻 旧 愈 釦 鴎 館 嘸 剛 幽 鵬 簡

あなたのとっておきの｢jS宝｣を鑑定してもら1或せんか｡時代､ジャンルは臨 或 せん｡これ4まという｢お宝｣を是非ご応募ください。

観 覧 募 集!! ※ 無 料

美術品から、お菓子のオマケやおもちゃまで、｢

なんでも｣ご応募ください。

■ＭＸＩ斟●申込書に必要事項をご記入の上､ 鑑定品

の写真を添付し、下記の受付まで郵送または持参し

てください。

●価瞳lgli●①全体像がわかる写真

②主要な部分(絵柄や文字など)のアップ写真

③銘や落款などの写真

上記3 点以上の写真を添付してください。

Ｉ臓恚9111 月１７日(金)必着

●ｔlilij●テレビ東京の番組担当スタッフが応募書

類を詳細に検討して先行します。

●口＝･1 ●〒405-8501　 山梨市小原西843

山梨市役所 秘書課

｢出張！なんでも鑑定団in 山梨市｣お宝係

1141●ほ■＝・ 令和6 年1 月28 日（日）　 ．,･･.＝i･1 ●山梨市民会館　　IM ㎜ijl 開場 正午／開演 午後1 時

※申込用紙や応募方法等､詳細については､山梨市HP でご確認ください。

13　　 広 報 こ うし ゅ う

こちらからも確認でき ます。



両 甲州市ごみ分別アプリ

馥

Ａｎｄｒoid の方

- 皿 ㎜- ㎜ 皿 ㎜- ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 皿 ㎜ ㎜ 心 四-- ㎜- 四- 四-ww 四-w 〃im-wIww--w 四 ㎜-- ㎜-- 四

馥

ｉＰｈｏｎｅの 方
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ゼロカーボンシティの実現のためには､ごみを減らすことが重要なことのーつで

す。そのためには､3R の推進が必要不可欠ですＯ ３Ｒは身近なところからすぐ始

めることが出来ます。 3Rの推進にご協力お願いたします。

15　　 広 報 こ う し ゅ う
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＠ 環境課ごみ減量･リサイクル推進担当　昔33-4404
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どうして３Ｒが必要なの？

ごみが起こす環境問題や地球温暖化の対策に必要だからです。

ごみを燃やすと二酸化炭素が出ます。ごみが増えることで排出される二酸化炭素も増え､ 台風や豪雨

などの異常気象が増えたり、地球温暖化が進んだりします。このような環境問題の解決にはごみを減

らすこと､3R( リデュース､リユース､リサイクル)の推進が有効です。

｡s"s･
Ｈ　 ３ Ｒ の 推 進 に は ど う し た ら い い の ？

s･“:｡｡

::
｡ﾖ:il. リ デ ュ ー ス 、リ ユ ー ス 、リ サ イ ク ル の ３ つ の Ｒ を 活 用 し ま し ょ う 。

:　:s

リ デ ュ ー ス(Ｒｅｄｕｃｅ)､リ ユ ー ス(Ｒｅｕsｅ)､リ サ イ クル(Ｒｅｃyｄｅ)の 頭文 字 の3 つ のＲ を合 わせ て3R とい

い ま す。 そ れ ぞ れが ご み を減 ら すた め に 必要 な こ とで すｏ

３Ｒ の 具 体 例( 市 民 の 皆 さ ま が で き る こ と)

○ リ デ ュ ー ス(ご み の発 生 を抑 制 す る)

ボ ト ルで はな く詰 め 替え 用 を買 う､ マ イ バ ッグ を持 参 し て レ ジ袋 を 使わ な い､ 過 剰 包装 や 使い 捨 て の

割 り ばし 等を 断 る

○ リ ユ ース( 繰 り返 し 使 う)

壊 れ ても 修 理 し て使 う､ 使 わな くな った も の をフ リ ーマ ーケ ット 等 に出 品 す る、リ タ ー ナブ ル容 器 の

製品 を使 う

○ リ サイ ク ル( 資 源化 する)

資 源 物 に 分類 さ れ てい る も の を適 切な 方 法 で資 源 物 と して 出 す
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今月のはてな?

～３Ｒ特集～

H　 どう し て３Ｒが必 要 な の ？

｡ﾖ:ii.ご みが 起 こす 環境 問 題や 地 球温 暖化 の対 策 に必 要 だか ら です 。

ごみを燃やすと二酸化炭素が出ます。ごみが増えることで排出される二酸化炭素も増え､ 台風や豪雨

などの異常気象が増えたり、地球温暖化が進んだりします。このような環境問題の解決にはごみを減

らすこと､3R( リデュース､リユース､リサイクル)の推進が有効です。

｡:･ll。
Ｈ　 ３ Ｒ の 推 進 に は ど う し た ら い い の ？

“･･s･｡

::

｡ﾖ:ii. リ デ ュ ー ス 、
リ ユ ー ス 、リ サ イ ク ル の ３ つ の Ｒ を 活 用 し ま し ょ う 。

:　::

リデ ュ ース(Ｒｅｄｕｃｅ)､リ ユ ース(Ｒｅｕｓｅ)､リ サイ クル(Ｒｅｃyｃｌｅ)の頭 文 字 の3 つ の Ｒ を合 わ せて3R と い

い ま す。 そ れぞ れ がご みを 減 ら すた め に必 要な こと で す。

3R の 具 体 例( 市 民 の 皆 さ ま が で き る こ と)

○ リ デ ュ ース( ご みの 発生 を抑 制 す る)

ボ ト ルで は なく 詰 め替 え 用 を買 う､ マ イバ ッ グ を持 参 し てレ ジ 袋 を使 わな い､ 過 剰包 装 や使 い 捨て の

割 り ば し等 を 断 る

○ リユ ース(繰 り返 し 使う)

壊 れ ても 修 理し て 使 う､ 使 わ な くな っ たも の を フ リ ーマ ー ケッ ト等 に出品 する 、リタ ーナブ ル 容器 の

製品 を 使う

○ リ サイ ク ル(資 源 化 す る)

資 源 物 に分 類 さ れて い るも の を 適切 な 方 法で 資 源物 と し て 出 す

／ＩＩ岫

｀
-

悦
ゼロカーボンシティの実現のためには､ごみを減らすことが重要なことの一つで

す。そのためには､3R の推進が必要不可欠です。 3R は身近なところからすぐ始

めることが出来ます。 3Rの推進にご協力お願いたします。
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します ／

特 産 ぶ ど う の 盗 難 防 止

夜 間 パ ト ロ ー ル

8月18 日、日下 部警察署やJA フル ーツ山梨､ 市消防団な どは

収穫期を迎えた特産 ぶどうの盗難を防止す るため､ 夜間パト

ロールを開始 しましたO 出発式の後､警察署員､JA 職員､ 消防

団員が警察犬とともに市内のぶどう畑を巡回。パトロールは

ぶどうの収穫期 が終わるまで続けられますO

ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 研 修

課 題 解 決 や カ レ ー 作 り を 行 う

8月26 日、甲州市アドベンチャークラブ実行委員会は､ 大和自

然学校でジュニアリーダー研修を実施し ました。今回は市内

小 学生18 名が参加。仲間だちと協力して課題解決に取り組む

レクレーションやカレ ー作りを行い、お互いのことを知ると

ともに､グループ活動の進め方などを学び ました。

響 き 渡 る 音 色 に 魅 了

ス ト リ ー ト ピ ア ノ コ ン サ ー ト2023

9月９日､気軽に音楽へ触れていただくことを目的に､市役所本

庁舎ロビ ーに設置してあ るストリートピアノでコンサート が

開催されまし た。コンサートでは、プ ロのピ アニストであ る

八谷晃生 氏の演奏 が行 われ ました。 参加者は､ 八谷氏 の指一

本一本 の動きや、ピアノから放たれる美しい 旋律に魅了さ れ

てい ました。

戦 争 の 悲 惨 さ 、自 由 に 学 ぶ 大 切 さ を 後 世 へ

わ だ つ み 平 和 文 庫 一 般 開 放

8月15 日、終戦の日に合わせて､ わだつみ平和文庫を一般開放

しまし た。わ たつみ平和文庫は､ 戦役学生の手記などをまと

めた｢きけわだつ みのこえ｣の著者の一人であ る中村克郎さん

が集め た戦争関係の資料などが収蔵されています。訪れた人

は､貴重な資料を熱 心に眺めてい ました。

ご み が 環 境 に 与 え る 影 響 を 学 ぶ

環 境 ミ ニ マ ル シ エ を 開 催

8月19 日､ 勝沼市民会館で､ 自然に寄り添いながら健康的で持

続可能な暮 らしを提案した、ミニマルシ エを開催しました。

会場では小学生向け環境講座やごみ収集車の展示･ごみの収

集方法や分別方 法などの勉強会も行われ、ご みの分別等が環

境に与える影響などについて学びました。

共 同 作 業 で 絆 を 深 め る

親 子 木 工 教 室

8月19 日、塩山建設組合･塩山ライオンズ クラブは、甲州市民

文化 会館で第28 回 親子木工教室を開 催しました。 今年は本

立てと自身のイニシャル入りキーホルダー作りに挑戦しまし

た。親子 で協力 して作り上げ ることで､ 絆 が深 まり まし た。

カナヅチで釘 を打つ「トン･トン･トン」という小気味良い音が

会場中に響 き渡りました。

ＫＯＳＨＵ ＰＨ ＯＴＯ ＮＥＶＶＳ
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い つ まで も お 元 気 で ！

祝100 歳 慶 祝 訪 問

9月18 日、今年度100 歳を迎える方々に､ 鈴木市長や甲州市社

会福祉協議 会な どの福祉関係者 が､ 慶 祝訪問を行い まし た。

市内では今年度26 名の方 が100 歳を迎えます。なお、9月15

日現在、100 歳以上 の方は45 名で､ 最高齢は男性102 歳､ 女性108

歳です。 市では今後も笑顔で幸せに暮らせ る長寿施策を

推進してい きます。

今 年度100 歳 を迎 え る皆 さん(9月15 日現在)

※掲載に同意をいただいた方のみ掲載しています。

楠　夕力子さん(千野)　　　　 廣瀬　孝子さん(下粟生野)

三井よしこさん(上於曽)　　　 鷹野はなじさん(上粟生野)

広瀬　民子さん(上於曽)　　　 安部欣之助さん(勝沼)

内田　治江さん(牛奥)　　　　 雨宮　タミさん(勝沼)

内田　久孝さん(牛奥)　　　　 大竹　徳子さん(勝沼)

矢崎　静江さん(上井尻)　　　 鈴木はなよさん(勝沼)

相渾　正子さん(三日市場上)　 里吉　萬亀子さん(祝)

荻原　春子さん(藤木)　　　　 曽根　良子さん(東雲)

小野　春子さん(上萩原)　　　 辻　けさのさん(東雲)

霧田　清子さん(中萩原)　　　 樋口　一葉さん(菱山)

願 い を 込 め て

ぶ ど う まつ り 鳥 居 焼 きF 護 摩 木 積 み｣ 作 業

9月16 日、甲州市かつぬ まぶどう まつリ実行委員会は､ ぶど

う まつりの クライマッ クスを 飾る｢鳥 居焼き｣ の護摩 木積み

作業 を行い ました。 護摩 木積みに は地域住民 など約100 人

が参加し、お祭り当 日の夜空を彩 る鳥居焼きの様子を想い描

きながら、先人たちへの感謝を込めて護摩木を大切に積み上

げ ました。

T Ｏpi ＣＳ

東 山 梨 ス ポ ー ツ 少 年 団 交 流 大 会

第17 回東山梨 スポーツ少年団交流大会の総合開会式 が8月20

日、山梨市民総合体育 館で行 われまし た｡(選手宣誓は塩山ミ

ニバスケットボール少年団 ですO)この大会は、甲州市と山梨

市の両市のスポ ーツ少年団 の親睦を深めるために交流試合を

行う大会です。 競技は8 月20 日～9 月10 日にかけて各会場で

行われました。

広 報 こ うし ゅ う

｢ か ぼ ち や 甘 い ！｣ 松 里 保 育 所 で ク ッ キ ン グ

松里保育所は､ 園児たちが育てたピーマンやトマト･カボチャ

などを収穫･調理して、夏野菜カレーを作りました。 調理をし

た年 長さんは｢野菜を切るのが楽しい｡｣と一生懸命育てた野

菜をおいしくいただきまし た。公立の保育所では､｢クッキン

グ｣を定期的に行っており、園児たちが野菜の栽培や料理を通

して､ バランスの取れた食事や､ みんなで食 べる楽し さなどを

学ぶ食育を推進してい ますO

ＫＯＳＨ Ｕ ＰＨＯＴＯ Ｎ ＥＶＶＳ
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障

害

者

医

療

費

助

成

制

度

の

更

新

に

つ

い

て

⑧

病

院

や

薬

局

な

ど

の

医

療

機

関

で

負

担

し

た
医

療

費

を

助

成

す

る

制

度

で

す
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④

次

の

い
ず

れ

か
に

該

当

す

る

方

・

身

体

障

害

者

手

帳

１

級

、
２

級

、
３

級
の

い
ず

れ

か
を

お
持

ち

の

方

・

療

育

手

帳
Ａ

判

定

の

方

・

精

神

障

害

者

保

健

福

祉

手

帳

１

級

ま

た

は
２

級
の

方

・

障

害

基

礎

年

金
１

級

ま
た

は

２

級

の

方

・

特

別
児

童

扶

養
手

当

受

給

対

象

の

児

童

※

た

だ

し

、
所

得

制

限

に

よ

り

非

該
当

に

な

る
場

合
が

あ

り

ま

す

。

●

更

新

手

続

き

受

給

者

証

の

有

効

期

限

は

１０

月
3
1
日

ま

で

と

な

っ

て

い

ま

す

。

更

新

が

必

要

な

方

に

は

申

請

書

類

を

送

付

し

ま

す

。

同

封

の

返

信

用

封

筒

に

て

提

出

を

お

願

い

し

ま

す

。

●

郵

送

申

請

に

必

要

な

書
類

等

①

更

新

申

請

書

②

同

意

書

③

身

体

障
害

者

手

帳

、
療

育

手

帳
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精

神

障

害

者

保

健

福

祉

手

帳

、
障
害

基

礎

年

金

証

書

、
特
別

児

童

扶

養
手

当

証

書

の

う

ち

該

当

す

る

も
の

の

写

し
（
複

数

該

当

す

る

方

は
該

当

す

る

も
の

す

べ

て
の

写
し

）

④

健
康

保

険

証

の

写

し

⑤

本

人

名

義
の

預

金

通

帳

の

写

し
（
振

込

口

座
の

変
更

を

す

る
場

合

）

●

提
出

期
間
　

１０

月

２
日
（
月
）
～
2
0日
（
金

）

※

郵

送

で
の

手

続

き

が

難

し

い

方

は

、
窓

口

で

申

請

で

き

る

日

を

設

け

ま

す

。

詳

細

は
通

知

を

ご

確

認

く

だ

さ

い

。

＠

子

育

て
・
福

祉

推

進

課

障

害

福

祉

担

当
　

a
3
2‐
5
0
6
7

朧

朧

ご

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

「
甲
州
市
就
農
定
着
総
合
支
援
制
度
」

募
集
の
お
知
ら
せ

⑥

甲

州

市

内

で

新

た

に

農

業

を

志

す

方

や

親

族

の

農

業

を
継

ご

う

と

す

る
方

、
第
三

者

の

農

業

を

継

承

し

よ

う

と

す

る
方

へ

の

就

農

を

地

域

ぐ

る
み

で

支

援

し

、
そ
の

活

動

を

長

期

的

に

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

き

ま

す

。
研

修

生

を

受

け

入

れ

て

指

導

し

て

い

た
だ

け

る

農

業

者
を

募
集

し

ま

す

。

●

支

援

内

容

面

談

、
就

農
計

画

の

作

成

、
実

習

を

経

て

自

立

就

農

を

目

指

し

て

い

き

ま
す

。

受

け

入

れ

農

業

者

の

圃
場

に

お
い

て

、
実

習

研

修

等

に

よ

り

、
就

農

に

必

要

な

技

術
・
知

識

を

原

則

２

年

間
（
最

長

３

年

間

）

学
び

ま
す

。

●

研

修
期

間

年

間

１

８

０
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以

上

（
月

１０

日

以

上
　

年

間

最

大
２

４

０

旦

●

研

修
手

当

補

助

日

額

５
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０

０

０

円

●
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付
要

件

・

本

市
に
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す

る
方
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3
0
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以

上

の
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地

を

所

有

す

る

三

親

等

以

内
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方

か

ら
、
そ

の

農
地

の

後
継

者

と

し

て

推

薦

さ

れ

る
方

、
ま

た

は
市

内

に

農

地

を
所

有

す

る
方

か
ら

、
そ

の
方

の

所

有

す

る

農

地

の

一

部

又

は

全

部

に

つ

い

て

将

来

の

貸

借

ま

た

は

売

買

の

候

補

者

と

す

る

こ

と
が

確
認

で

き

る
方

で

、
そ
の

農

地

の

面

積

の

合

計

が
3
0
a
以

上

と

な

る

方

●

募

集

期

間

１０

月
２

日
（
月
）
～
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月
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日

釜

）

●
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集

定

員
　

若

干

名

※

農

家

さ

ん

の
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合
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で

、
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希

望

に
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な

い

場

合
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あ

り

ま

す

。
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」
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農
林
振
興
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果
樹
農
林
担
当

昔
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瞳

、
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令
和
５

年
住

宅
・
土

地
統

計
調
査

⑧

総
務
省
統
計
局
が
実
施
し
て
い
る
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
対
象
と
な

ら
れ
た
世
帯
に
は
、
現
在
、
調
査
員
が
調

査
書
類
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
。
１０

月
９
日
が
回
答
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
済
み
で
な
い
場
合
に
は
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。
す
で
に
回
答
済
み
の
方
に

つ
い
て
は
、
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑥

市
民
課

市
民
協
働
推
進
担
当

容
3
2‐
5
0
6
8

10 月31日(火)が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

●口座振替の方は､10月31日(火)に振替になりますので、

前日までに残高をご確認ください。

●納税相談を税務課収納担当窓口にて

随時行っています。

○ 税務課 収納担当

容32-5074( 内線1362)

令 和５年１０月　　18⑤:問合せ⑤:申込方法⑥:内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象 ④:料金 ○:持ち物
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「
甲
州
市
環
境
基
本
計
画
」
策
定
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

⑧

市
で
は
、「
甲
州
市
環
境
基
本
計
画
」
を
今

年
度
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
市
に
望
む
環
境
施
策
や
日
頃
考
え

て
い
る
環
境
問
題
を
把
握
し
、
今
後
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

●

調
査
方
法

１０
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
対

象
者
へ
送
付

●

回
答
方
法

郵
送
ま
た
は
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答

④

１５
歳
以
上
の
市
民
の
方
１
。０
０
０
名

○

環
境
課

環
境
対
策
担
当

a
3
3・
4
４
0
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な

親
元

就

農
者
経
営

安
定
支

援
事
業

⑥

三
親
等
以
内
の
親
族
が
経
営
す
る
市
内

の
農
業
経
営
体
に
就
農
し
た
農
家
子
弟

に
対
し
、
将
来
的
な
経
営
継
承
や
規
模
拡

大
へ
の
支
援
、
経
済
的
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
県
お
よ
び
市
が
新
規
の
親
元
就
農

者
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

●

支
援
の
内
容

・

助
成
内
容
　

支
援
金
１
０
０
万
円
の
支

● ・●・

農
業
経
営
主
が
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
中
心

経
営
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と

・

交
付
対
象
者
が
経
営
を
継
承
し
認
定
農

業
者
に
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ

る
者
で
あ
る
こ
と
　

等

●

交
付
対
象
者
の
要
件

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

・

就
農
時
5
0歳
未
満

・

農
業
経
営
主
の
三
親
等
以
内
の
親
族

・

農
業
経
営
主
と
家
族
経
営
協
定
を
締
結

・

前
年
度
所
得
６
０
０
万
円
以
下

（
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
合
計
）

・

農
業
従
事
日
数
が
２
２
５
日
以
上
か
つ

１
。８
０
０
時
間
以
上

・

就
農
日
か
ら
１
年
を
超
え
て
な
い
こ
と

等

●

農
業
経
営
主
の
要
件

親
元
世
帯
の
農
業
従
事
者
一
人
当
た
り

の
前
年
度
農
業
所
得
４
０
０
万
円
以
下

⑤

事
前
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申

請
内
容
を
審
査
後
、
総
合
的
に
判
断
し
補

・　 ・　 ｜

助
金
交
付
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※

令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し
を

確
認
し
ま
す
。

●

募
集
期
間

１０
月
２
日
（
月
）
～
１２
月
2
2日
（
金

○

農
林
振
興
課

果
樹
農
林
担
当

尽
一
・
5
0
9
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■
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匈
電
カ

ーカ

ス
・
食
料
品

等
価

格
高
騰

重
点

支
援

金
を
支

給
し
て

い
ま
す

⑥

ア
月
よ
り
国
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

住
民
税
（
均
等
割
）
非
課
税
世
帯
に
対
し

て
、
支
援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
申
請

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
ま
だ
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方
は
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

支
給
額
　

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

●

支
給
対
象

世
帯
員
全
員
の
令
和
５

年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
世
帯

・

令
和
５
年
５
月
１
日
（
基
準
日
）
に
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る

・

世
帯
全
員
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い

⑤

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
は
、

フ
月
に
確
認
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
　
一
部
の
方
に
は
、
必
要
書
類
（
振
込
先
金

融
機
関
口
座
の
写
し
等
）
の
添
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

※

確
認
書
が
送
付
さ
れ
た
世
帯
で
も
、
審
査

の
結
果
、
支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

お

知

ら

せ

相
　

談

●

申
請
期
間
・
返
送
期
限

１０
月
3
1日
（
火
）（
当
日
消
印
有
効
）

※

期
限
ま
で
に
入
院
中
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
等
で
申
請
が
困
難
な
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐

取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

自
宅
や
職
場
な
ど
に
都
道
府
県
・
市
町
村

や
国
の
職
員
等
を
か
た
る
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
や
最
寄
り
の
警
察
署
か
警
察
相

談
専
用
電
話
（
＃
9
1
1
0

）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ｅ

福
祉
総
合
支
援
課

相
談
支
援
担
当

昔
3
2‐
5
0
2
7

（
平
日
午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時
1
5分
）

■

」

ヤ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン

タ
ー

協
力
会
員
募
集

⑥

子

ど

も

の

送

迎

や

預

か

り

な
ど

、
育
児

の

サ

ポ

ー

ト

を

受

け

た

い
「
依

頼

会

員
」
と

、

育

児

を

サ

ポ

ー

ト

し

応

援

し

た

い
「
協

力

会

員
」
が

、
地

域

で

支

え

合

っ

て

子

ど

も

た

ち

を

健

や

か

に

育

て

て

い

く

有

償

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

事

業

で

す

。

「
協

力

会

員

」
と

し

て

登

録

し

て

く

だ

さ

る

方

を

募

集

し

ま

す

。「
協

力

会

員

」
は

、

サ

ポ

ー

ト

活

動

を

す

る

前

に

、
養

成

講

習

会

を

受

講

す

る
必

要

が

あ

り

ま

す

。

山

梨

市

と

連

携

し

、
両

市

の

ど

ち
ら

で

も
養

成

講
習

会

が

受

講

可

能

と

な

り

ま

し

た

。

詳

し

く

は

折

込

の

チ

ラ

シ

を

ご

覧

く
だ

さ
い

。

※

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

状

況

に

よ

っ

て

は

、
中

止
・
延

期

等

が

生

じ

る

場

合

が

あ
り

ま

す

。

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

＠

子
育
て
・
福
祉
推
進
課

子
育
て
福
祉
担
当

昔
3
2‐
5
0
8
1

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
務
局

ａ
０
８
０
・
1
9
8
0
‐
1
0
8
3

3jl･.，

①温泉施設
甲州市温泉保養施設 大菩薩の湯
甲州市勝沼健康福祉センター
甲州市勝沼ぶどうの丘 天空の湯
甲州市大和福祉センター田野の湯

市制施行18周年記念
公 共 施 設 を

無 料 開 放 し
ます

○ 政策秘書課　容32-2111( 代表)

②体育施設

甲州市塩山B&G 海洋センター

③文化施設

重要文化財旧高野家住宅　 甘草屋敷

甲州市近代産業遺産　 宮光園

トトト －ii･･i・ 11 。1（水） か41

市民の皆様が対象となります。 18歳以上の方は、
運転免許証や保険証など､本人確認ができる証明書
をお持ちください。

⑧:内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象 ④:料金 ○:持ち物 ⑤:申込方法 ＠:問合せ19　　 広 報 こ う し ゅ う
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｜
ｏ ｎｌｎ ｆｏｒ ｍ ａｔｉ

－

朧

鳥

オ
レ

ン
ジ

カ
フ
ェ

⑧

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
ご
本
人

や
ご
家
族
あ
る
い
は
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
が
悩
み
や
不
安
を
話
せ

る
場
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
認
知
症
や
介
護

に
つ
い
て
広
く
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
専
門
職
も
い
る
た
め
、
介

護
や
認
知
症
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
も

で
き
ま
す
。
参
加
の
際
に
は
、
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

⑩

１０
月
１２
日
（
木
）
毎
月
第
２
木
曜
日

◎

午
前
１０
時
～
正
午

⑨

お
よ
っ
ち
ょ
い
プ
ラ
ザ
七
里

※

い
つ
も
と
場
所
が
違
い
ま
す

●

定
員
　
１０
名

④

１
０
０
円
（
飲
み
物
・
お
菓
子
代
）

ｅ

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
支
援
課
内
）

昔
3
2‐
5
6
0
0

社
会
福
祉
法
人
光
風
会

光
風
園

昔
3
3‐
7
5
1
1

■

－

堡
塩
山
駅

周
辺
施

設
の
利

用
に

関
す

る

ア

ン
ケ

ー
ト
の

お
願
い

⑤

令
和
５
年
３
月
に
塩
山
駅
前
広
場
の
整

備
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
駅
周
辺
施

設
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

・

回
答
は
こ
ち
ら
か
ら

（
2
4時
間
受
付
）

お

知

ら

せ

相
　

談

※

二

次
元
バ

ー
コ

ー

ド
を
　
　

。：

’

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ

ｙ

｝
万
幽

読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
・
　
　
　
回

’
圀

※

塩
山
駅
に
備
え
付
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
で
回
答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
統
計
的
に

処
理
さ
れ
、
特
定
の
個
人
が
識
別
で
き
る

情
報
と
し
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●

調
査
期
間
１０
月
2
0日
（
金
）
ま
で

＠

建
設
課

都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
リ
担
当

・
芯
一
・
5
0
7
2

■

魯

び
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州

回
数
管
理
方
式
を
は
じ
め
ま
す

⑧

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州
の
２
階
、
コ
ワ
ー

キ
ン
ブ
ス
ペ
ー
ス
ー
日
利
用
（
○
２
０
０

円
）
に
つ
い
て
、
回
数
管
理
方
式
を
導
入

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○

事
前
に
納
付
い
た
だ
い
た
金
額
に
応
じ

て
、
昼
夜
曜
日
を
問
わ
ず
１
日
利
用
が
で

き
ま
す
。（
例

づ

。０
０
０
円
の
納
付
で

巧
回
。
原
則
と
し
て
利
用
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
）

○

残
り
回
数
は
ご
自
身
で
管
理
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

０

１
ヶ
月
の
う
ち
に
１６
日
以
上
ご
利
用
の

場
合
は
月
額
料
金
３
。０
５
０
円
が
お
得

で
す
。

○

政
策
秘
書
課

地
域
未
来
戦
略
室

音
3
2‐
5
0
3
7
0

勝
沼
支
所

音
4
4‐
1
1
1
1

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

昔 甲 ジ 応

諾

ｏ 州 に 募 い

５ 市 あ に 合
５ 役 る 係 わ （1）広報費
３ 所 公 る せ7

・ 咎l蒸 註 先 ��

皿 習 皿

看 板 の 作 成･ 設 置、ポ ス

タ ーや チ ラシ 等 の 作成、

ホームページ作成や更新 �

扁 悪 罵

補 助率2/3

以 内

限 度額15

万 円 �

●　 ●　　　 ※　　※　　●　　　　　 ● 募 一
対10 募 ん 採 過 し 国 甲 対 う た す 域 企 地 目　 集 甲
象 月 集 ゜択 去 て や 州 象 業 販 ゜経 業 域 的　を 州
と16 期　 を に 補 県 市 者 務 売 販 済 者 雇　 。一 市
な 日 間　 受 甲 助 の 内　 効 方 路 の の 用　 灯 小
る －　　 け 州 金 小 に　 率 法 開 活 事 の　　 い 規
事

ａ　　
た 市 を 規 事　 化 の 拓1 生業 重　　 ま

業 Ｓ　　 場 小 受 模 業　 等 工 一 化 の 要　 す
模

内11　　 合 規 け 事 所　 の 夫 新 を 持 な　　 ｜ 企
り 副 琵uFUU ’ 香　

日　　 け 業 と 持 す　 に 販 市 否 発 と　　　 持　

‾　　 る 者 は 続 る　 ご 路
場 ｀

‾展 な　　　 続　杢　　
こ 持 で 化 小　 活 開 ’` と を る　　　 ’　
と 続 き 補 規　 用 拓 の を 後 市　　　 化　
は 化 ま 助 模　 く と 参 目 押 内　　　 補　
で 補 せ 金 企　 だ 併 入 的 し の　　　 助　
き 助 ん と 業　 さ せ に と し 小　　　 金　
ま 金 ゜重 者　 い て 向 し ヽ規　　　 一　
廿 の　 複　　 ・行 け ま 拙 模　　　 のヅ

�(2)

機械装置等費 �機械装置等の購入

�③開発費 �

新 商 品 の 試 作 品 や 包 装

パッケ ージの試 作開発 に

伴う 原材料､ 設計､ デザイ

ン､製造､改良､加工

�(4)外注費 �

店舗改装･バリ アフリ ー化

工事､ 利用客向けトイレ の

改装工事

市
外

局
番

は
「
0
5
5
3

」

高

齢

者

を

狙

う

詐

欺

な

ぜ

、
高

齢

者

の

被

害

が

多

い

？

高
齢

者
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
詐
欺

は
な
か
な
か
減

ら
ず
に

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

多

く
の
高

齢
者
が
「
お
金
、
健
康
、
孤
独
」
と
い
う
３

つ

の
不

安
を
抱

え
て
い

る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
そ
こ
を
悪

質
業
者

は
狙
い
詐
欺

を
行
い
ま
す
。
高

齢
者
の
詐
欺
被

害
で

は
扁
さ

れ
た
こ
と

に
気
づ
き

に
く
い
、
ト
ラ
ブ

ル

に
あ
っ
て
も
誰
に

も
言
わ
な
い
と

い
う
こ
と
が
特
徴

と

し
て

挙
げ
ら

れ
て
お

り
、
こ

れ
も
被
害
の

増
加
に

つ
な

が
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
で

は
、
詐
欺

に
あ
わ

な
い
た
め

に
ど
の
よ
う

な

こ
と

に
気
を
付
け

れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ

の
一

例
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

詐
欺

に

あ

わ

な
い

た

め
の

心
が

け

①
電
話
で
お
金
の

話
が
で
た
ら
詐
欺

で
は
な
い
か

と
疑

い

ま
し

ょ
う
。

②
詐

欺
に

つ
い

て
の

知
識

を

も
ち
手

口

を
把

握
し

ま

し

ょ

う
。「
Ａ

Ｔ
Ｍ

で

還
付

金

返
還

」「
キ

ャ
ッ

シ
ュ

カ

ー
ド
を
渡
し

て
く
だ

さ
い

、
口
座
の

暗
証
番
号

を

教

え
て

く
だ

さ
い
」
な
ど
の
ワ

ー
ド
に

要
注
意

。
こ

の

言
葉
が
出
た
ら
詐
欺
だ
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。

③
一
人
で
判

断
せ
ず

。
身
近

な
人

や
相

談
窓
口
へ
相

談

し

ま
し

ょ
う
。

他
に

も
詐
欺
被
害

を
防
ぐ
対

策
は
数
多

く
あ
り

、
警

察
、
自
治

体
な
ど
で

も
随
時

発
信
を
し

て
い
ま

す
。
こ

の
よ
う
な
知

識
を
身
に
付
け

る
こ

と
も
詐
欺
防
止
の

対

策
の

一
つ
で
す
。

詐
欺
や
消

費
生

活
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
で
お
困
り
の

こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら

、下

記
の
相
談
先
に
相

談
で
き
ま
す
。

〈

相

談

先

〉

・
消

費

者

ホ

ッ

ト
ラ

イ

ン
　

昔
１

８
８

・
甲

州

市

消

費

生
活

相

談

窓
口
（
毎

週

水
曜

日

）

昔
3
2・
5
0
6
8

ｅ ●ｅ ●●昏昏●●●●●●●
ｅ　　　　　　　　　　　　 ●

住

み

よ

い

ま

ち

づ

く

り

に

使

わ

れ

ま

す

。
　

ｅ

（
公
財
）山
梨
県
市
町
村
振
興
協
会
　
　

ｗ

ｅ

ｅ

ｅ

＠
ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

・

一

一

ｅ

ｅ

・

・

昏

昏
ｅ

ｅ

令 和 ５年 １０ 月　　20⑥:内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象（呈）:料金 ○:持ち物 ②:申込方法 ＠:問合せ



ｌｎｆｏｒｍ ａｔｉｏｎ

相

談

室
（
市

民

課

内
）

○

山

梨

市

会

場

⑩

１０

月

３

日
（
火

）
／
1
0
日
（
火

）
／

1
7日
（
火

）
／
2
4
日
（
火

）
／
3
1
日
（
火

）

⑨

山

梨

市

役

所

⑥

市

民

課

市

民

協

働

推

進

担

当

｛
一一
3
2‐
5
0
6
8

e

山

梨

市

商
工

労

政

課

商
工

労

政

担

当

一`一
2
2‐
1
1
1
1

－

圃

琴

｛

Ｉ
Ｈ
回
Ｍ
Ｉ

合
同
相
談

⑥

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

回

１０
月
１２
日
（
木
）

◎

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

⑨

市
役
所
本
庁
舎

２
階

第
１
会
議
室

④

甲
州
市
民

⑥

市
民
課

市
民
協
働
推
進
担
当

窯
又
‐
5
0
6
8

■

－

陛
　
　

ゝ

ａ
ｕ

回
・

無
料
法
律

相

談

⑩

１０
月
循
日
（
月
）

◎

午
後
１
時
3
0分
～
５
時

⑨

市
役
所
本
庁
舎

２
階

第
１
会
議
室

④

甲
州
市
民

●

定
員
フ
名
子

名
に
つ
き
3
0分
以
内
）

※

１０
月
５
日

采

）
午
前
８
時
3
0分
か
ら
１０

月
１３
日
（
金
）
ま
で
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。

お

知

ら

せ

-

相
　

談

※

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
ご
利
用
は
原
則
、
年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＠

市
民
課

市
民
協
働
推
進
担
当

a
3
2‐
5
0
6
8

■

■

聘

・

ｌ
ｌ

Ｍ

Ｍ
Ｉ

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

⑥

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
1
0
月
2
0日
（
金
）

◎

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

⑨

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー

２
階

会
議
室
Ａ

④

甲
州
市
民

＠

市
民
課

市
民
協
働
推
進
担
当

a
3
2・
5
0
6
8

■

瞑

皿

｛

Ｉ

Ｈ

回

Ｍ

ｌ

特

設

行

政

相

談

所

⑥

１０

月

１６

日
（
月

）
～
2
2
日

百

）
は
「
行

政

相

談

週

間

」
で

す

。

年

金

、
福

祉

、
登

記

事

務

、
道

路

、
窓
ロ

サ

ー
ビ

ス

、
国
・
県

等

の

業

務

に

つ

い

て
ご

相

談

く
だ

さ
い

。

⑩

１０

月

６

日
（
金

）

◎

午

後

１

時

～

３

時

⑨

市

役

所

本

庁

舎

１

階

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

④

甲

州

市

民

＠

市
民
課

市

ａ
3
2‐
5
0
6
8

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室
一

一

薔
自

―
圖
Ｍ
・

も
の
忘
れ
相
談

⑧

最

近

も
の

忘

れ

し

や

す

く

な

り

心

配

な

方

や

、
気
に

な

る
症

状

が

出

て

き

た

家

族

へ

の

対

応

方

法

な
ど

、
日

下

部

記

念

病

院

の

認

知

症

専

門

医

が

相

談

に

応

じ

ま

す

。

お

気

軽

に

ご
利

用

く
だ

さ
い

。

⑩

１０

月
2
0
日
（
金

）

◎

午

後

１

時
3
0
分

～

⑨

市

役

所

本

庁

舎

１

階

市

民

会

議

室
Ｂ

⑤

１０

月

１７

日
（
火

）
ま

で

に

お

申

し

込

み

く

だ

さ
い

。

※

毎

月

第

３

金

曜

日

に

開

設
し

て

い

ま
す

。

○

介

護

支

援

課

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

１
１ｇ
 
‐
5
6
0
0

■

－

腿
生
活
困
窮
者
出
張
相
談

⑧

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
日
常
生

活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑩
１０
月
５
日
采

）

◎

午
後
１
時
3
0分
～
４
時
3
0分

⑨
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

１
階

研
修
室

④
市
内
在
住
の
方

※

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※

法
律
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ｅ

甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
り
つ
じ

ａ
3
4‐
8
5
6
1

厦
3
4‐
9
2
7
0

･|

(5):申込方法 ○:問合せ④:料金 ○:持ち物④:対象内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所⑧広 報 こ う し ゅ う21

-

相
　

談

飛
ノ

滝

一
Ｕ
回
固
Ｍ
Ｉ

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

⑥

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
等

⑩

１０
月
2
6日
呆

）

◎

午
前
の
部

午
前
９
時
3
0分
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

⑨

山
梨
市
役
所

○

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
（
年

金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）
お
よ
び
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。

＠

甲
府
年
金
事
務
所

ａ

０
５
５
・
２
５
２
・
1
4
3
1

■

朧

婁

Ｓ

Ｉ

Ｈ

回
Ｍ

Ｉ

消

費
生
活
相

談

⑧

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
（
振
り
込
め
詐
欺
や
架
空
請

求
、
ク
ー
リ
ン
グ
ォ
フ
等
）
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

④

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

○

甲
州
市
会
場

⑩

１０
月
４
日
（
水
）
／
‥目
日
（
水
）
／

１８
日
（
水
）
／
2
5日
（
水
）

⑨

市
役
所
本
庁
舎

１
階



｜
ｏ ｎｌｎｆｏｒｍ ａｔｉ

■

塵

肺

自

回

國

Ｍ
・

■
　
　。
　ｉ―

あ
ん
し

ん
相

談

⑥

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、
家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑩

随
時
　

◎

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑨

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
ご
事
情
に
よ

リ
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

⑤

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他
　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
よ

リ
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師
の
対
応
も

可
能
で
す
。

※

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＠

福
祉
総
合
支
援
課

相
談
支
援
担
当

■

鐘

聊

FAxａ2032

‐
０
２
８
５

・
6
1
6
7

魯
回
圓
１

行
政
書
士

無
料
相
談
会

⑥

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
各
種
許
認

可
申
請
、
在
留
資
格
申
請
等
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

⑩

１０
月
2
2日

百

）

◎

午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

⑨

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

２
階

資
料
展
示
室

＠

山
梨
県
行
政
書
士
会

１
;
1
〇
５
５

１
２
３
７
・
2
6
0
1

お

知

ら
せ

■

－

丿

相
　

談

畠
Ｍ

・

障

害
者
差
別

に

関
す
る
相

談

⑧
「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、
助
言
や

情
報
提
供
、
関
係
者
間
の
調
整
等
を
実
施

し
ま
す
。

＠

福
祉
総
合
支
援
課

相
談
支
援
担
当

■

－

卜

FAXＳ2032

・
０

２

８

５

・
6
1
6
7

｛

ｌ

ｉ

休
日
無
料
法
律
相
談
会

⑧

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑩

１０
月
2
8日
王

）

◎

午
前
９
時
～
午
後
Ｏ
時
2
0分

⑨

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

④

市
内
在
住
者

●

定
員
　
５
名
子

名
に
つ
き
4
0分
以
内
）

⑤

１０
月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
3
0分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

＠

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

昔
3
4・
8
1
9
5

■

－

駄

ａ
ｕ

回
Ｉ

司

法
書
士

に
よ

る
無
料

相
談
会

⑥

相
続
や
会
社
関
係
の
登
記
、
土
地
・
建
物

の
名
義
変
更
、
遺
言
、
成
年
後
見
等
の
相

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

談
に
応
じ
ま
す
。

⑨

街
の
駅
や
ま
な
し

⑩

１０
月
１３
日
（
金
）

◎

午
後
・一
時
3
0分
～
４
時
3
0分

※

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
4
0分
以
内

※

書
類
の
作
成
指
導
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

※

初
め
て
の
相
談
に
限
り
ま
す
。

ｅ

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

ａ

０
５
５
‐
２
５
３
‐
2
3
7
6

－

幽

ｙ
’

ａ
ｕ
回
Ｉ

不

動
産
表
示

登
記

無
料
相

談
会

⑥

土
地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記
の
相

談
（
土
地
の
分
割
・
地
目
変
更
の
登
記
、
建

物
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し
の
登
記
、
隣
地

と
の
境
界
問
題
な
ど
）

⑩

１０
月
１４
日
王

）

◎

午
前
１０
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
３
時

⑨

街
の
駅
や
ま
な
し

⑥

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

ａ
０
５
５
・
２
２
８
－
1
3
1
1

■

■

朕

・

ｉ

鮪
ｎ

ｉ

諦
Ｉ

調
停
手

続
相

談
会

⑧

金
銭
問
題
、
離
婚
、
親
族
間
紛
争
、土
地
建

物
問
題
等
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

⑩

１０
月
１４
日
王

）

（
受
付
　

午
後
３
時
3
0分
ま
で
）

◎

午
前
1
0時
～
午
後
４
時

⑨

甲
府
市
役
所

１
階

市
民
活
動
室

●

相
談
担
当
　

民
事
・
家
事
調
停
委
員

市
外

局
番
は
「
0
5
5
3

」

（
弁
護
士
等
専
門
家
を
含
む
）

○

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

ａ
０
５
５
‐
２
３
５
・
1
1
3
3

－

麗

々

里

親

相

談

会

⑥

さ

ま

ざ

ま

な

事

情

で

家

族

と

暮

ら
せ

な

い

子

ど

も

た

ち
が

温

か

い

家

庭

で

生

活

で

き

る

た

め

の

里

親

さ

ん

を

探

し

て

い

ま

す

。

子

ど

も
を

育

て

た

い

と

い

う

願

い

や

里

親

へ

の

疑

問

に

つ

い

て

も

相

談

に

応

じ

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
．
’‘

⑩

１１

月
１１

日
（
土

）
　

饌

◎

午

後
１

時
～

５

時
　
　
　
　
　

旦
　
　
・
回

⑨

甲

州
市

民
文

化

会

館

第
３

会

議

室

○

乳
児

院

ひ

ま

わ

り

社

会

的

養

育
機

関
エ

ー
ル

里

親

支

援

室

昔
０

５

５

‐
２

７

７

‐
3
0
9
3

一 独 身 の お 子 様 の 結 婚 支 援 ・孤 立 化 対 策 －

「孫の顔を 見れないかも」「結婚する気がなさそう」

「自分たちがいなくなった後が心配」

そんな不安に仲人が親身に対応します。

お気軽にお問い合 せ下さい。

結 婚 相 談 所 ム ス ベ ルTEL:055- ２８８-103 ８

令 和５年１０月　　22⑤:申込方法 ○:問合せ⑧:内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象 ④:料金 ○:持ち物

-



ｌｎｆｏｒｍ ａｔｉｏ ｎ
｜

■

－

だ

自
Ｍ

ｌ

山
梨
県
労
働
委
員
会

出
張
労
働
相
談
会

⑧

パ
ワ
ハ
ラ
や
勤
務
条
件
の
切
り
下
げ
、
感

染
症
等
に
よ

る
安
易
な
雇
用
調
整
（
解

雇
、
雇
止
め
、
派
遣
切
り
）
等
、
職
場
の
ト

ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働
委
員
会
委

員
（
弁
護
士
、
労
働
組
合
役
員
、
会
社
役
員

等
）
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

⑩

１０
月
2
1日
王

）

◎

午
前
1
0時
～
午
後
１
時

⑨

ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
双
葉

函

１０
月
2
2日

百

）

◎

午
前
１０
時
～
正
午

⑨

河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

●

予
約
受
付

１０
月
１３
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で

⑥

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

ａ
０
５
５
－
２
２
３
－
1
8
2
7

一 一 一

イ

ベ

ン

ト

●

定

員
　

親

子
2
0
組

亘

大
4
0
名

）

※

定

員

に

な

り

次

第

締

切

り

ま

す

。

④

大

人

１

０

０

円

、
子

ど

も

１

０

０

円

※

当

日

ご

持

参

く

だ

さ

い
（
お

釣

り

の

出

な

い

よ

う

ご

協

力

く

だ

さ

い

）
。

○

水

筒

、
上

履

き

、ハ

ン

カ

チ

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

、
手

提

げ

袋

⑤

【
Ｌ

Ｏ
Ｇ

Ｏ

フ

ォ

ー

ム

】

１０

月

４

日
（
水

）
～

１６

日
（
月

）
　
　

・
　

’

受

付

は

こ

ち

ら

か

ら
　

錐

【
電

話

受

付

】
　
　
　
　
　
　
　

回
　
ｙ
回

１０

月

ワ

日
（
火

）
～

１０

月
2
9
日

百

）

午

前

９

時

～

午

後

５

時

※

時

間

外

お

よ

び

休

館

日
（
月

曜

日

）
の

受

付

は

で

き

ま

せ

ん

。

●

主

催

甲

州

市

青

少

年

育

成

推

進

員

会

●

共

催

甲

州

市

勝

沼

中

央

公

民

館

甲

州

市

ア

ド

ベ

ン

チ

ャ

ー

ク

ラ

ブ

実

行

委

員

会

※

状

況

に

よ

り

内

容

の

変

更

、
ま

た

は

中

止

と

な

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。

＠

甲

州

市

勝

沼

中

央

公

民

館

音
4
4
・
2
1
0
0

■

一

之
甲
州
市

文
化
祭
の

お
知

ら
せ

⑤

甲
州
市
文
化
祭
を
塩
山
・
勝
沼
・
大
和
の

各
地
域
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

作
品
の
展
示
や
芸
能
発
表
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※

作
品
内
容
、
芸
能
発
表
等
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
域
の
事
務
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

●

芸
能
発
表

【
塩
山
支
部
・
勝
沼
支
部
】芸
能
発
表

⑩

月
月
３
日
（
金
・
祝
）

お

知

ら

せ

相
　

談

◎

午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時

⑨

甲
州
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル

●

展
示
期
間
お
よ
び
時
間

⑩

１１
月
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
・
祝
）

◎

文
化
祭
開
催
日
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
3
0分
ま
で

（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
）

※

勝
沼
地
域
の
み
３
日
間
～
午
後
５
時
ま
で

●

各
地
域
の
展
示
会
場

・

塩
山
地
域

甲
州
市
民
文
化
会
館

＠

生
涯
学
習
課

公
民
館
担
当

a
3
2・
１
４
１
１

・

勝
沼
地
域

勝
沼
市
民
会
館

○

勝
沼
中
央
公
民
館
　

登
4
4‐
２
１
０
０

・

大
和
地
域

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

○

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
　

登
4
8・
2
9
2
1
　

主
催

甲
州
市
文
化
協
会

後
援

甲
州
市
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
・

ぶ

一

Ｕ
Ｍ

開
四
・

第
3
6
回
東
山
梨

駅
伝
競

走
大

会

参
加

者
募
集

⑩

１１
月
１２
日
（
旦

◎

山
梨
市
民
総
合
体
育
館
前

○

種
別

・

小
学
生
男
子
、
女
子
の
部
（
３
年
生
以
上

で
各
小
学
校
・
ス
ポ
少
等
の
単
位
）

・

中
学
生
男
子
、
女
子
の
部

（
各
中
学
校
・
部
活
動
単
位
）

・
　
一
般
の
部
（
地
区
・
支
部
対
抗
）

※

申
込
　
１０
月
2
6日

采

）
ま
で

詳
し
く
は
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○

山
梨
市
役
所
生
涯
学
習
課

東
山
梨
地
区
駅
伝
競
走
大
会
事
務
局

昔
2
0‐
1
5
2
2

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

◇二y レこべ･　 べ……………………………て……………11

月は､『子ども･若者育成支援強調月間』です。甲州市では｢親のあリ方十か条｣などを通して、若者･子ども育成支援に力

を入れて取り組んでいます。私たち市民一人一人が青少年育成に対する理解をさらに深め､ 家庭･ 学校･ 地域が連携して甲

州市の青少年育成の推進を図るため､青少年健全育成推進甲州市民集会を開催いたします。

〈内容〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈対　象〉 市内在住および在勤の方

(1)｢家庭の日｣｢青少年を育む日｣啓発のポスター･作文･標語･写真 〈参加費〉 無料

の優秀作品の表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈申込方法〉11 月14 日(火)までに､電話、FAX､甲州市民文化会(2)

小学生･中学生の優秀作品の代表者による発表　　　　　　　　　館窓口のいずれかにて名前､住所､ 電話番号､所属を伝えてお申

〈日時〉11 月15 日(水)午後6時30 分～8 時(午後6時受付開始)　　 し込みください。

〈場所〉 甲州市民文化会館大会議室　　　　　　　　　　　　　 〈主　催〉 青少年育成甲州市民会議

〈定員〉120 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈後　援〉 甲州市教育委員会

⑥:内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象 ④:料金 ○:持ち物 ⑤:申込方法 ＠:問合せ23　　 広 報 こ うし ゅ う

■

■

蜘
自

團

Ｗ

「
わ
ん

ぱ
く
親

子
塾
」
開
催

し
ま

す

⑥

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
プ
ラ
板
作
り
、
輪
投

げ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
親
子
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑩

‥目
月
１２
日

百

）

◎

午
後
１
時
～
４
時
3
0分

（
午
後
Ｏ
時
4
5分
受
付
開
始
）

⑨

甲
州
市
勝
沼
中
央
公
民
館
ほ
か

④

市
内
の
小
学
生
お
よ
び
保
護
者



｜

ｌｎｆｏｒｍ ａｔｉｏｎ

司

：　 ・　 ・　 ‥ ｜

自

Ｈ
Ｍ
凹
凹
・

勝
沼

等
々

力
寺
町

フ
ッ
ト
パ

ス

⑥
「
寺
町
」
と
呼
ば
れ
る
勝
沼
町
等
々
力
地

区
に
は
多
く
の
浄
土
真
宗
の
寺
院
が
あ

り
ま
す
。
歴
史
あ
る
寺
社
を
巡
り
、
勝
沼

の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑩

１０
月
2
1日
王

）

◎

午
前
９
時
～
正
午

（
受
付
　

午
前
８
時
3
0分
～
９
時
）

⑨

市
役
所
勝
沼
支
所

南
側
駐
車
場

●

定
員
　
2
0名
（
先
着
順
）

⑤

電
話
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

⑥

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

ａ
０
８
０
・
5
3
8
9
1
1
5
0
3

（
藤
田
）

一

■

盾

企

画

展

「
明

治

の

鉄

道

王

雨

宮

敬

次

郎

展

」

⑥

今
年

は

、
中

央

本

線

開

通

か

ら
１

２

０

年

の

節

目

に

当

た

る

年

で

す

。

そ

の

鉄

道

開

通

に

尽

力

し

た

甲

州

市

出

身

で

甲

州

財

閥

で

あ

る
雨

宮

敬

次

郎

の

企

画

展

を

行

い

ま

す

。

雨

宮

敬

次

郎

の

功

績

を

紹

介

す

る
パ

ネ

ル

や

貴

重

な

関

連

史

料

を

展

示
し

ま

す

。

●

期

間
１０

月
４

日
（
水

）
～

１１

月
2
7
日
（
月

）

※

火

曜

日

お

よ
び

１０

月

１１

日
（
水

）
、

1
1月
６

日
（
月

）
、
2
4日
（
金

）
は
休

館

で

す

。

⑨

甲

州
市

近

代

産

業

遺

産

宮

光

園

主

屋

（
観

覧

料
が

か

か

り

ま

す
）

◎

午

前

９

時

～

午

後
４

時
3
0
分

（
受

付

は

午

後
４

時

ま

で
）

●

駐

車

場

ぶ

ど

う

の

国

文

化

館

駐

車
場

お

知

ら
せ

相
　
　

談

シ

ャ
ト

ー
・
メ

ル

シ
ャ

ン

駐

車

場

（
宮

光

園

協

定
駐

車

場

）

○

生

涯

学

習

課

文

化

財

担

当

｛
一一
3
2‐
5
0
7
6

■

塵

倉

1
1
7
7
n

第
3
5
回
上
条

集
落
見

学
会
と

ダ
イ
コ

ン
収

穫
体

験
会

⑧

上
条
集
落
見
学
会
と
「
上
条
を
活
性
化
す

る
会
」
に
よ

る
ダ
イ
コ

ン
の
収
穫
体
験

会
、
上
条
産
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
体
験
会
は
収
穫
し
た
ダ
イ
コ
ン

の
お
土
産
付
き
で
す
。

⑩

１１
月
５
日
（
日
）

※

雨
天
決
行

●

見
学
会

◎

午
前
８
時
3
0分
～
１０
時
頃

●

体
験
・
販
売
会

◎

午
前
９
時
～
１１‥
時

（
収
穫
体
験
を
す
る
方
は
事
前
に
参
加
時

間
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

⑨

福
蔵
院
駐
車
場

④

見
学
会
は
無
料

収
穫
体
験
は
１
。０
０
０
円
（
組
）

（
ど
ち
ら
も
別
途
保
険
料
１
名
１
０
０

円
）

●

収
穫
体
験
会
の
定
員
　
3
0組
（
先
着
）

⑤

‥日
月
２
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※

歩
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※

当
日
の
天
候
等
に
よ
り
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ

ベ

ン

ト

○

生
涯
学
習
課

文
化
財
担
当

■

－

騨

FAXａ3232

‐
5
0
7
6

‐
3
3
9
1

講
座
・
教

室

第
７
回
甲
州
ア
ル
プ
ス

オ
ー
ト
ル
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
催

⑥

塩

山

ふ

れ

あ

い

の

森

総

合

公

園

を

発

着

す

る
山

岳

耐

久
レ

ー

ス

が

開

催

さ

れ

ま

す

。

甲
州

ア
ル

プ

ス

、
塩
山

、
勝
沼

、
大

和

の

里

山

を
巡

る
コ

ー
ス

は

４

部

門

、
最

長

コ

ー

ス

は

１
０

８

牛

口

と

な

り

ま

す

。

全

国

か

ら

集

ま

っ

た
８

０
０

名

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

が

甲

州

ア

ル

プ

ス

を

駆

け

抜

け

ま

す

。

ふ

れ

あ
い

の

森

を

周

遊

す

る
ジ

ユ

ニ

ア

ー
シ

ニ

ア

の

部

ト
レ

イ
ル

ク

エ

ス

ト

も

あ

り

ま

す

。

ご

声

援

を

お

願

い

し

ま

す

。

本

大

会

は

、
開
催

運

営
を

行

う

事

業

を

は

じ

め

、
甲

州

ア
ル

プ

ス

周

辺

の

地

域

資

源

の

発

掘

と

利

活

用

の

た

め

の
活

動

、
森

に

親

し

む

活

動

、
里

山

里

地
再

生

活

動

、
登

山
・
ラ

ン

ニ

ン

グ
・
農

林

業

知

識

の

普

及

啓
発

に

関

す

る
各

種

活

動

を
行

い

、
地

域

の

社

会

お

よ

び

経

済

の

活

性

化

に

寄

与

す

る
こ

と

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。

大

会

ス

タ

ッ

フ

と

し

て

選

手

た

ち

の

サ

ポ

ー
ト

を

し

て

い

た

だ

け

る

方

、
大

会

運

営

に

ご

協

力

い

た
だ

け

る

方

は

ご

連

絡

く
だ

さ
い

。

⑩

１１

月

５

日
（
日

）

○

甲

州

ア

ル

プ

ス

オ

ー

ト
ル

ー
ト

チ

ャ
レ

ン

ジ

実

行

委

員

会
（
小
川

）

1
1
0
7
0
‐
2
6
3
2

‐

市

外
局
番

は
「
0
5
5
3

」

令 和５年１０月　　24⑤:申込方法 ○:問合せ場所 ④:対象 ⑨:料金 ○:持ち物⑨◎: 時間⑥:内容 ⑩:日付

-･

一 一 一

講

座

・

兼
音
↓
言

一

－

題

一
目
Ｍ
凹
凹
・

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
）

⑥

空
き
家
所
有
者
や
不
動
産
に
関
す
る
悩

み
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
空
き
家
の

引
き
起
こ
す
問
題
、
管
理
の
有
効
性
、
相

続
、利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
個
別

相
談
も
行
い
ま
す
。

⑩

１０
月
2
9日
百

）

⑨

市
役
所
本
庁
舎

１
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●

セ
ミ
ナ
ー

◎

午
後
１
時
～
２
時
3
0分

・

テ
ー
マ

「
空
き
家
を
持
つ
う
え
で
、
知
っ
て
お
き

た
い
、や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

・

講
師

株
式
会
社
Ｌ
＆
Ｆ

「
日
本
空
き
家
サ
ポ
ー
ト
」

代
表
取
締
役
　
森

久
純
氏

●

相
談
会
　

午
後
２
時
3
0分
～
３
時
3
0分

●

定
員
　
４
組
（
先
着
）

※

相
談
時
間
は
一
組
3
0分
程
度

⑤

１０
月
2
7日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

オ
ン
ラ
イ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
個
別

相
談
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
後
に

参
加
用
ｕ

Ｒ
Ｌ
を
配
布
し
ま
す
。

※

セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
個
別
相
談
会
の
い
ず

れ
か
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

○

政
策
秘
書
課

地
域
未
来
戦
略
室

昔
3
2‐
5
0
3
7



ｎｒ ｍ ａｔｉｏｎ ｆｏ

一

－

餌
鳥
目

Ｍ

開

圃
・

「
月

の

し

ず

く

作

り

」
参

加

者

募

集

～

お

い

し

い
「

月

の

し

ず

く

」
を

一

緒

に

作

つ

て

み

ま

せ

ん

か

～

⑧

市

産
の

甲
州

ぶ

ど

う
を

使
っ

た
「
月

の

し

ず

く
作

り
」
を
実

施
し

ま

す

。
生

の

甲

州

ぶ

ど

う

を
１

粒

ず

つ

砂

糖

蜜

で

包

み

、
カ

リ

ッ

と
し

た

歯

触

り

の

中

に

甘

酸

っ

ぱ

い

果
汁

が

溢

れ

る
お

菓

子

で

す

。

⑩

１０

月
2
0
日
（
含

◎

午

後
１

時
～

４

時
頃

⑨

勝
沼

市

民
会

館

１

階

調
理

室

（
勝

沼

支

所
北

側

）

●

定

員
　
2
0
名
（
定

員
に

な

り
次

第

締

切

）

○

エ

プ

ロ

ン

、
三

角
巾

⑤

１０

月

１３

日
（
金

）
ま

で

に

電

話

で

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

＠

甲

州
市

生
活

研

究
グ

ル

ー

プ

連

絡

協

議

会

事

務

局

農

林

振

興

課

果

樹

農

林

担
当

｛
一一
3
2－
5
0
9
2

ｅ

一

目
Ｍ

凹
圃
・

甲
州

市
消

費
生
活

学
習
会

⑧

近
年
増
加
し
て
い
る
詐
欺
。
そ
の
対
策

と
し
て
重
要
な
こ
と
は
手
口
に
つ
い
て

知

る
こ
と
で
す
。
金
融
犯
罪
や
高
齢
者

詐
欺
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●

テ
ー
マ
　

電
話
詐
欺
の
手
口
と
被
害
防

止
に
向
け
た
注
意
点
に
つ
い
て

⑩

１１
月
１０
日
（
含

◎

午
後
２
時
～

〒

時
間
程
度
）

⑨

市
役
所
本
庁
舎

１
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

④

甲
州
市
民

講
師
　
甲
府
財
務
事
務
所

村
松
聡
氏
、鈴
木
紀
哉
氏

●

定
員
　
3
0名

回

１１
月
フ
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
市

民
課
市
民
協
働
推
進
担
当
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＠

市
民
課

市
民
協
働
推
進
担
当

・
芯
一
‐
5
0
6
8

一

－

黙
肖

回

Ｗ

市
民
教
養
講
座
「
シ
ャ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
参
加
者
募
集

⑧

タ
リ

ス

マ

ス

を

テ

ー

マ

に

、
講

師

の

指

導

の

も

と

、
シ

ャ

ボ

ン

フ

ラ

ワ

ー

を

使

用

し

た

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

を

つ

く

り

ま

す

。

素

敵

な

ク

リ

ス

マ

ス

の

準

備

を

し

ま

し

ょ

う

。

⑩

１１

月
2
2
日
（
水

）

◎

午

後

６

時
4
5
分

～

８

時
4
5
分

（
午

後

６

時
3
0
分

受

付

開

始

）

⑨

甲

州

市

民

文

化

会

館

２

階

第

３

会

議

室

●

定

員
　
2
0

名
（
先

着

順

）

④

市

内

在

住

者

又

は

在

勤

、
在

学

者

④

２

。
０

０

０

円
（
材

料

費

）

●

講

師
　

ガ

ー

デ

ン

甲

斐

鶴

田

清

美

氏

○

ニ

ッ

パ

ー

、
ハ

サ

ミ

、
木

工

用

ボ

ン

ド

⑤

Ｌ

Ｏ
Ｇ

Ｏ

フ

ォ

ー

ム

ま

た

は

、
お

電

話

で

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

１０

月

１０

日
（
火

）
午

前

９

時

人

日
月

７

日
（
火

）

・

Ｌ

Ｏ

Ｇ

Ｏ

フ

ォ

ー

ム

は

コ

チ

ラ

か

ら

（
2
4
時

間

受

付

）
　
　
　
　
　
　

柘

鄙

㈲

」

・

電
話
で
の
申
し
込
み
（
土
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

お

知

ら

せ

相
　

談

○

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当

ｓ
3
2・
5
0
9
7

一

一

鴉
自

團

Ｗ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

講

座

～

ハ

ロ

ウ

ィ

ン

の

ア

レ

ン

ジ

し

た

花

を

つ

く

ろ

う

～

⑥

ハ

ロ

ウ

ィ
ン

を

テ

ー

マ

に

、
生

花

や

花

材

を

使

っ
た

手

作

り

ア
レ

ン

ジ
の

花

で

、
八

ロ
ウ

ィ
ン

を

楽

し

み

ま
せ

ん

か
？

⑩

１０

月
2
0
日
（
金

）

◎

午

前
１０

時
3
0
分

～

正

午

⑨

甲

州

市

民

文

化

会

館

１

階

音

楽

室

●

定

員
　

１０

名
（
先

着

）

●

講

師
　

井

之

上

和
子

氏

（
ｏ

ｈ
ａ

ｎ

ａ

‐
・－

ｎ

ｏ

）

○

花

切

り

用

は

さ
み

、

持

ち

帰

り

用
の

紙
袋

等

④

１

。
０

０

０

円
（
当

日

徴

収

）

⑤

１０

月

４

日
（
水

）
か

ら
１３

日
（
金

）
ま

で

に

電

話

ま

た

は

市

民

文

化

会

館

窓

口

で

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。（
月

曜
・
休
館

日

を

除

く

午

前
９

時
～

午

後
５

時

）

同

日

よ

り

Ｌ

ｏ

Ｇ

ｏ

フ

ォ

ー

ム

で

も

お

申

し

込

み
が

で

き

ま

す

○

生

涯

学

習

課

公

民
館

担
当

饌

昔
3
2
‐
1
4
1
1
　
　
　
　
　
　

回
１１
　
回
・

圃
－

娶

Ｉ
Ｕ
Ｍ
回
Ｍ

Ｉ

肺
活

量
と
体

幹

Ｕ
Ｐ

Ｉ

「
ボ
イ

ト
レ
×

ヨ
ガ
」
講
座

⑥

ヨ
ガ
の
基
本
姿
勢
や
呼
吸
法
、
瞑
想
な
ど

の
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
ボ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
リ
体
幹
と
横

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

隔

膜

を

鍛

え

、
肺
活

量

と

発

声

力

向
上

を

図

り

ま

す

。

※

い

ず

れ

か

の

講

座

を

選

択
し

参

加

す

る

こ

と

も
で

き

ま

す

。

「
ヨ
ガ

」
講

座

⑩

１１

月

１８

日
（
土

）

◎

午

前
９

時
3
0分

～

１０

時
2
0
分

⑨

甲
州

市

民

文

化

会

館

２

階

第

２

会

議

室

●

定

員
　

１０

名
（
先

着

）

●

講

師
　

高
木

み

ど

り
氏

（
Ｙ

Ｏ

Ｇ

Ａ

空
主

宰

）

○

飲

み

物
（
水

分

補

給
用

）
、
フ

ェ

イ

ス

タ

才

ル

、
ヨ

ガ

マ

ッ
ト

、
動

き
や

す

い

服

装

「
ボ

イ

ト
レ

講

座
」

⑩

‥目
月
１８

日

王

）

◎

午

前

１０

時
3
0
分

～
正

午

⑨

甲

州

市

民
文

化

会

館

１

階

ホ

ー
ル

●

定

員
　
2
0
名
（
先

着

）

●

講

師
　

近

藤

愛

氏

（
音

楽

教

室

Ａ
ｍ

ｏ

ｕ

ｒ

Ｍ

ｕ

ｓ
・－

ｃ

ａ
ｓ

ａ

主

宰

）

○

飲

み

物
（
水

分

補

給

用

）
、
フ

ェ

イ

ス

タ
オ

ル

、
動

き

や

す

い

服

装

④

い

ず

れ
の

講

座

も
市

内

在

住
・
在

勤

の

方

（
小

学
３

年

生

以

下

の

方

は

保

護

者

の

同

伴

が

必

要

）

●

そ
の

他

・

各

回

基
礎

レ

ッ

ス

ン

を

含

み

、
個
々

の

レ

ベ
ル

に

合

わ
せ

て

進

行

し

ま

す

。

⑤

１０

月

‥
目
日
（
水

）
か

ら
2
0
日
（
金

）
ま

で

に

電

話

ま

た

は

市

民

文

化

会

館

窓

口

で

お

申

し

込

み

く
だ

さ

い

。（
月

曜
・
休

館

日

を

除

く

午

前
９

時
～

午

後
５

時

）

※

同

日

よ

り

Ｌ

ｏ

Ｇ

ｏ

フ

ォ

ー

ム

で

も

お

申

し

込
み

が

で

き

ま
す

。
　
　

『
到

恥
劃
一

○

生
涯
学
習
課

公
民
館
担
当

a
3
2・
1
４
1
1

＠:問合せ⑤:申込方法○: 持ち物⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象 ④:料金内容⑥25　　 広 報 こうしゅう
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■
－

柏

一`
　
　
　一
　
Ｉ・

典
Ｍ

回

Ｍ

圃
・

「
リ
カ
レ

ン
ト

教
育
の

推
進

～

官
民
学

の
連

携
を
踏

ま
え
て
～
」

⑧

国
の
進
め
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
世
界
・
日
本
国
内
の
先
進

事
例
紹
介
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
は
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
、
他
県
と
の
差

別
化
を
図
リ
。山
梨
流
リ
カ
レ

ン
ト
教

育
”
を
進
め
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
等
を
学
び
ま
す
。

※

山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
視
聴
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

⑩

１１
月
２
日
（
木
）

◎

午
後
１
時
4
5分
～
３
時
4
5分

⑨

甲
州
市
民
文
化
会
館

３
階

第
２
研
修
室

●

定
員
　
3
0名

●

講
師
　

岩
崎
久
美
子
氏

（
放
送
大
学
教
養
学
部
大
学
院

文
化
科
学
研
究
科
教
授
）

○

筆
記
用
具

■

鵬

妬

魯
目
Ｍ

凹

剛
一

「
ス

マ
ホ
教

室
」
基
礎
編

⑧

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
使
用
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ーア
イ
フ
ォ
ン
ど
ち
ら
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
参
加
可
能
で
す
。

※

株
式
会
社
フ
ォ
ネ
ッ
ト
が
主
催
す
る
講

座
で
す
。

●

基
礎
講
座
①

⑥

主
に
電
話
の
か
け
方
、
カ
メ
ラ
の
操
作
方

法
、
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

お

知
ら

せ

相
　

談

⑩

１１

月

１

日
（
水
）
午

前
１０

時

～

正

午

⑨

勝

沼

中

央
公

民
館

１

階

会

議

室

⑩

‥目
月

１

日
（
水
）
午

後
３

時

～

５

時

⑨

大

和

ふ

る

さ

と
会

館

研

修

室
２

(Ｅ
)
７

月

１０

日
（
金

）
午

前
１０

時

～

正

午

⑨

甲

州

市

民

文

化
会

館

第

２

研

修

室

⑩

‥目
月

１７

日
（
金

）
午

前
１０

時

～

正

午

⑨

甲

州

市

民

文

化

会
館

第

２

研

修

室

⑩

１１

月
2
4
日
（
金

）
午
後
１
時
3
0分
～
３
時
3
0分

⑨

甲

州

市

民

文

化

会
館

第

２

研

修

室

●

基

礎

講

座

②

⑥

地

図

ア

プ

リ

の

使

い

方

、
Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

使

い

方

に

つ

い

て

学

び

ま

す

。

⑩

‥目
月

１０

日
（
金

）
午

後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0
分

⑨

甲

州

市

民

文

化

会

館

第

２

研

修

室

⑩

‥目
月

１７

曰
（
金

）
午

後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0
分

⑨

甲

州

市

民

文

化

会

館

第

２

研

修

室

⑩

‥目
月
2
4
日
（
金

）
午

前

１０

時

～

正

午

⑨

甲

州

市

民

文

化

会

館

第

２

研

修

室

●

定

員

各

回

８

名

●

講

師
　

㈱

フ

ォ

ネ

ッ

ト

社

員

○

お

持

ち

の

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

※

お

持

ち

で

な

い

方

は

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

●

そ

の

他

令

和

ら

年

１

月

ま

で

定

期

的

に

開

催

し

ま

す

。

⑤

電

話

ま

た

は

市

民

文

化

会

館

窓

口

に

て

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。（
月

曜

、
休

館

日

を

除

く

午

前

９

時

～

午

後

５

時

。
）

ｅ

生
涯
学
習
課

公
民
館
担
当

一`一
3
2‐
1

４
1
1

■

－

ソ

イ

ベ

ン

ト

講

座
・
教

室

わ
だ

つ
み
平

和
文
庫

を

一
般
開
放
し

ま
す

⑥

１１
月
１
日
の
市
制
祭
に
合
わ
せ
、
わ
だ
つ

み
平
和
文
庫
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

⑩

１１
月
１
日
（
水
）

◎

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

⑨

わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
吊

役
所
本
庁
舎
南
隣
）

※

基
本
的
な
感
染
症
対
策
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

施
設
内
の
人
数
調
整
の
た
め
、
入
館
を
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

悪
天
候
等
の
理
由
に
よ
り
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当

a
3
2‐
5
0
9
7

認知症で困ったら電話でご 相談を!
悩み･辛さを抱え込まないで､認知症の人と家族の会の介護経験者(月･水)や､専門職(火･木･

金)の電話相談員に､ まずは話してみませんか？私たち相談員は､秘密厳守･相談は無料(通話料

昔22-0110

市

外
局

番
は
「
0
5
5
3

」

‾こﾝく だ さ い 。

自転車の安全利用について

｢自転車安全利用5則｣を守って､安全に自転車を利用し

Ｏ自転車安全利用5則

①車道が原則､左側を通行。歩道は例外､歩行者を優先

※例外的に､歩道を交通できる対象は以下となります。
13歳未満の子ども､70歳以上の高齢者､体の不自由な方

日 下 部 警 察 署 凰 ｌ

こ ど も フ ァ ス ト ・ト ラ ッ ク 実 施 中!!　

日下部警察署では免許窓口において妊婦さんや

小さな子供さん連れの方々を優先

歩 道通行可の標識がある歩 道､車道通行が危険な 場合など

② 交 差 点 で は 信 号 と 一 時 停 止 を 守 っ て 安 全 確 認

③ 夜 間 は ラ イ ト を 点 灯

④ 飲 酒 運 転 は 禁 止

⑤ ヘ ル メ ッ ト を 着 用

的に受付を行うに どもファスト･

トラック｣を実施しています。

順番が前後する場合があります

ので、ご理解ご協力をよろしくぉ

願いします。

令 和 ５年 １０月　　26⑥:内容 ⑩:日付 ◎:時間 ⑨:場所 ④:対象 ④:料金 ○:持ち物 ⑤:申込方法 ＠:問合せ

卜
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y 甲州市立図書館
10 月システムメンテナンスのため臨時休館します

皆様にはご迷惑おかけしますが､ご理解､ご協力をお願いいたします。

14 日(土)は勝沼図書館､15 日(日)は甘草屋敷子ども図書館のみ通常開館になります。

��13日(金) �14 日(土) �15 日(日) �21 日(土)

�勝　沼 � 午後5時 閉館 � 開　館 � 休　館 � 休　館

�塩　山 � 午後5時 閉館 � 休　館 � 休　館 � 休　館

�大　和 �午後5時通常通り � 休　館 � 休　館 � 休　館

�甘草屋敷子ども図書館 �午後4時通常通り � 休　館 � 開　館 � 休　館

※13 日のみ表記の時間の通り通常より早い閉館時間になり ます。

丿 甘草屋敷子ども図書館

秋 の パ ー ク ラ イ ブ ラ リ ー

〈日　 時 〉　10月15 日(日)午前10 時～※雨天中止

〈会　 場 〉 甘草屋敷子 ども図書館

① お父 さ ん の お 話 会　 午 前10 時 ～10 時30 分

② パ ー クラ イブ ラ リ ー　 午前10 時30 分～ 午後3 時30 分

③ ワ ー クシ ョ ッ プ　 午 後1 時30 分 ～

『 ストロ ー グ ラ イダ ーで ギネ スに 挑 戦 ？』を作 り ます 。

※①･③のお話会とワークショップ は､ 必 ず事前の申し込 み

をお願いします。②パークライブラリーは､ 当日受付もで

きますが､ 事前の申し込みをお願いします。お申込みは塩

山図書館まで。

〈内容〉パークライブラリーは､テン

トやハンモックが置かれた甘草屋

敷のお庭で､ 絵本を読んで回って

もらうイベントです。ポイントを

巡ってスタンプをためてくれた方

には､お土産をプレゼントします。

ｊ 勝沼図書館

カムカムフェスタ2023 ＆ブックリサイクル

〈日　時〉11 月3日(金･祝)午前10時30分~終日

〈会　場〉 勝沼図書館

1年に1度の図書館まつり。いろいろな催しが予定

されています。お楽しみに！

〈内容〉事前申し込みが必要なものもあります

ＡＭ

図書館ボランティア｢ティンカーベルのおはなし会｣

フェスタだけのスペシャルなお話会！

PM

工作ワークショップ

幼児の部　｢ くまさんけん玉｣( 定員15 名)

小学生の部｢ くまさんクレーン車｣(定員15名)

つ

ｊ

ｙ 甘草屋敷子ども図書館　　　　10 月30 日(月)まで

企 画 展｢ お ば け の 蔵｣ 開 催 中 ！

甘草屋敷子ども図書館で開催中のおばけの蔵が､八

ロウインバージョンになりました。

※10月7日より申し込みスタート

『かむかむ堂』開店！

本を借りた人は三角くじに参加

何が当たるかな？

昔話総選挙＆ぬり絵コーナー

※詳細はポスター､チラシをご確認ください。

ブ ッ クリ サ イ ク ル

〈日 時 〉3日(金･祝卜 ５日(日)午前10 時～午後4時30 分

〈会場〉勝沼図書館 前テント ｉ

霖

ビ

ｊ 勝沼図書館第25回ぶどうとワインの資料展

『葡 萄 と 共 に 生 き る~勝沼の記憶を遺産に～』

〈会　期〉9 月30日(土)～

〈会　場〉 勝沼図書館 メインフロア

磁

評

レ
　

入
駈
４
↓
］
」
8
0
7
0

虻

狗

▽

昨年度、山梨県事業のモデル自治体となりまとめられた｢山梨ふるさと記憶遺産 勝沼～ぶ

どうとワイン～｣。

今年度の資料展では『ふるさと記憶遺産』として記録を残すべき人物､ 勝沼の地に生まれブ

ドウ研究に身をささげた｢土屋長男｣氏をクローズアップします。

『実験･葡萄栽培新説』を発表し､昭和46 年には藍綬褒賞受賞。ブドウ栽培の研究に専念し､幾多の成果を上げ､そ

の体験に基づきブドウ農家の栽培指導に生涯をささげた土屋氏の功績を紹介。

勝沼図書館に寄贈された『ブドウの葉の拓本』も公開します！

－Ｈ Ｈ

一 一
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甲州市役所

駐車場

�四

�瀾
�１

日 �

勝沼病院

登44-1166 �

�１

日 �

つつじクリニック

昔20-8188 �

�８

日 �

山梨厚生病院

昔23-1311
�･●ご●㎜Ｉ

�圓
�８

日 �

斉藤眼科

登32-8155 �

�９

日 �

加納岩総合病院

昔22-2511 �

�９
日 �

みわﾍﾟｲﾝ痛みのｸﾘﾆｯｸ

昔33-5300
�SEI-

�圖
�15

日 �

塩山市民病院

容32-5111 �

�15
日 �

望月医院

昔44-2220 �

�22
日 �

牧丘病院

昔35-2025
�SS哩il

�圖
�22

日 �

古屋耳鼻咽喉科医院

昔22-8787 �

�29
日 �

勝沼病院

昔44-1166 �

�29
日 �

林辺こどもクリニック

昔20-1137
�㎜･

本庁舎　 市民課　　 毎週水曜日　17:15 ～19:00

10 月29 日(日)13:00 ～17:00

完全予約制(希望日の前開庁日までにご連絡＜ださい。)

お問い合わせ先　 昔32-5061

地域包括支援センター( 介護支援課内) では、介護予防

や介護方法、高齢者虐待防止、成年後見制度などの相談

に随時応じています。

お問い合わせ先　昔32-5600

塩山地域 � 可燃物 �
不燃物 �� 資源物

��不燃金属�不燃ガラス �その他プラ �ミ ックス紙

塩 山北 部(線路上)

千野､上東､町屋､上西､中央､上塩後､上 塩後団地、

赤尾(上)､大藤､神金､玉宮､松里 �

毎　週

月･水･金 �

水 � 金 �

火 � 木

塩山 南 部(線路下)

下東､下中､下西､下塩後､下於曽､赤尾(下)､下萩原、

奥野田､定住促進住宅赤尾住宅 �　

毎　週

火･木･土 ���
水 � 金

�可燃物 �
不燃物 ���� 資源物

��不燃金属�不燃ガラス �アルミ �スチール �ペットボトル �ビン類 �その他プラ �白色ﾄﾚｨ･古着�※ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ類�※新聞紙類

勝沼

地域 �　　　　　

毎　週

旧国道20 号北側　月･水･金

旧国道20 号南側　火･木･土 �

１２日(木) �５日(木) �9 日(月) �１１日(水) �2 日(月) �4 日(水) �

月 �

５日(木) �７日(土) �１４日(土)

��26日(木)�１９日(木) �23日(月) �25日(水) �16日(月) �18日(水) ��１９日(木) �21日(土) �28日(土)

大和

地域 �　

毎　週

火･木･土 �12

日(木) �５日(木) �
９日(月) �１１日(水) �２日(月) �4 日(水) � 月 �

５日(木) �

７日(土) �14日(土)

��26日(木)�19日(木) ������19日(木)

※ダンボ ール類:ダン ボール､雑誌､ 広告類　 ※新 聞紙 類:新聞紙､ミ ック ス紙､牛乳パック

甲州市役所

本 庁 舎　〒404-8501 甲州市塩山上於曽1085-1

勝沼庁舎　〒409-1392 甲州市勝沼町勝沼756-1
大和庁舎　〒409-1298 甲州市大和町初鹿野1693-1

昔32-2 ツド|

容44-1111

容48-2111



-

J

｢広 報ヶこ｡う し ゅう｣

情 報 カ レ

ン

ダ

ー

■ ■■㎜■㎜ 　 　 　 　 ■■■ ㎜■㎜ ㎜ 　 　 　 　 ■■■ ㎜■㎜

１

｢染色教室｣
甲州市民文化会館10:00

～

ぶどうと
ロ ワインの資料展

(～11/30)

・
居

萱 」

＿__ ＿_-___
」

２ ¨ 凸Ｑ ３ ¨ロロ
痢)口圃

‖　
口口口

@ 松里公民館

゜･　　　　　　　　　１１　　　　　　　　　 ｊ
ｌ　　　　　　　　　 ：ｌ　　　　　　　　　 ：

ド　　　　　　　 ｜

１　　　　　　　 レ　　　　　　　 Ｌ

ト　　　　　　　
ヒ

；　　　　　　　 い　　　　　　　 ｉ
：　　　　　　　　　 ｉｌ　　　　　　　　　 ｌ

Ｊ Ｌ　　　　　 」

‘15 ” 留 口

ｌ 「山梨交響楽団」
１

１
　

１

－

―

－

Ｉ

Ｉ

ファミリーコンサート

甲州市民文化会館

14:00 ～

ｌ　　秋のパークライ
１　　プラリー＆ワ ー111

クショ ツプ 甘i･
草屋敷子ども図

ｉ　　 書 館10:00 ～　i;....__.._..,_,.._,

＿__.___ ＿, ＿-j

16 ゛ 凸 Ｑ
図)口ｌ

@ 玉宮公民館

’Ｕ

Ｏ

’‥
】
ロ

ロ

ｌ

口
1
:
1

０１

i中昔雪 芒・

口
口

口
口

四
口

７１

＠ 神金公民館

大藤公民館

13:30 ～／

等 力々自治公民館14:00

～

４ ¨口

ｅ 勁罪゛

11 ゛口
口

－

－

甘

こ
甘

ｅ 裂 悶 ゛

＠
勝沼支所2階

勝沼健康福祉
“ 恰J に

18 ”口

ｅ 塩山保健福祉

センター

松里公民館13:30

～／
僻 ６ 議４・

14:00～

５

回 畿 ％,ａ

し会10:30～
ｅ 裂 讐“

ｓ ａ
ｓｌ

12

ｌ かるがもおはなし

会10:30 ～

＠ 離乳食 塩山保健
福祉センター

合阿
市役所本庁舎2 階
第1会議室

甲州市民文化会館

儡幸13:30 ～／奥野田
公民館14:00 ～

19

． おはなしぷーさん口10:30

～

ｅ 塩山保健福祉

センター

＠ 大藤公民館

甲州市民文化会館
不

第1会議室

６

芸術を楽しむ秋のﾀ ﾍﾞ
甲州市民文化会館

19:00～
特設行政相談
13:00 ～
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傭幸 いきいき健幸教室

相　談　市民課 市民協働推進担当　　　　昔32-5068

年金相談　市民課 国保･年金担当　　　　a32-5173

健診 学゚級'母子手帳交付　　　　　　　　　　　 ２
健康増進課 健康づくり担当　　　　　　　　

昔33-781

≒子育てサロン　社会福祉協議会　　　　　昔34-8195

いきいき健幸教室

介護支援課 介護予防･高齢者支援担当　　　
昔34-5434

・ 障害者相談､心の相談　

福祉あんしん相談センター　　　　　　
昔32-0285

1 聚11 昌| 。
ｓ会　　　　f1055･243-4300

I･
粗大ごみ拠点回収　　　　　　　　　　　　　　

２環境課 予約電話･相談窓口　　　　　　 昔33-441

口 塩山図書館

口 勝沼図書館

回 大和図書館

■ 甘草屋敷子ども図書館

痢 ）塩山B＆Ｇ海洋センター

＠ 撚 輦 胆 ゜“ ゜1
”8:00~11:00

ｅ

＠

ｓ

ｅ

ｏ

ｏ

ｏ

口 Ｈ Ｉ

口 四 回

口 やまと天目山温泉

口 大菩薩の湯

凸 甲州市民文化会館

Ｑ 勝沼中央公民館

すく すく 学級｢離乳 食｣(令和5年5 月生まれ)

３ヵ月 児健 診(令和5年6月生まれ)

７ヵ月 児健 診(令和5年2月生まれ)

1歳6 ヵ月 児 健診(令和4年3月生まれ)

2歳児 健診(令和3年４月生まれ)

3歳児 健診(令和2年4月生まれ)

5歳 児健診(平成30 年9月～10 月15日生まれ)

か
談

議

毎 週火･水 曜日9:00

～12:00

塩山 保 健福祉

セン ター

昔33-7811

(祝日はお休み)

※要予約

※各健診の受 付時間は個別に通知いたし ます。　 ※ご 都合が悪い場合は、事前 に健康増

進課　 健康づくり 担当 昔33-7812 へご連絡をお 願いしま す。
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